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統

一
戦
線

の
史
的
発
展
段
階
論
に
つ
い
て
の
覚
書

ー

一
九

〇

五

年

か

ら

今

日

ま

で

ー

石

川

捷

治

(
-
)

本
稿

は
、
熊
本
大
学
法
学
部
教
授
岡
本
宏

と
の
共
同
研
究

『
統

一
戦
線
史
論
』

の
序
論

の

一
部
分
を
準
備
す
る
た
め

の

「
覚
書
」
で
あ
り

、
『
史
論
』
作
成

の
た
め
に
同
教
授
と
交

し
た
討
論
を
ふ
ま
え

て
、
私
が
ま
と
め
た

「
試
論
」

で
あ
る
。

は

じ

め

に

か

つ
て
統

一
戦
線
(
u
n
i
t
e
d
 
 
f
r
o
n
t
,
 
E
i
n
h
e
i
t
s
f
r
o
n
t
)

は
、
希
望
を
語
る
言
葉
で
あ

っ
た
。
い
ま
、
そ
の
言
葉
を
現
実
の
政
治
的
変

革
と
結
び

つ
け
て
語
る
人
は
少
な
い
。

し
か
し
、
そ
れ
を
統

一
戦
線
と
よ
ぶ
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
か
つ
て
も
今
も
、
政
治
的
反
動
化
を
阻
止
し
、
専
制

で
な
く
民
主
主
義

を
、
抑
圧
で
な
く
自
由
を
、
戦
争
で
な
く
平
和
を
求
め
る
人
々
に
と

っ
て
、

一
つ
の
戦
線
、
な
い
し
は
連
帯

・
結
集
の
運
動
と
組
織

(形

態
)
は
必
要
だ

っ
た
し
、
依
然
と
し
て
必
要
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
い
や
む
し
ろ
、
今
日
こ
そ
、
そ
の
よ
う
な
運
動
と
組
織
が

渇
望
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
。



と

こ
ろ
で
統

一
戦
線
と
い
う
言
葉
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
的
イ
メ
ー
ジ
が
色
濃
く
ま
と
わ
り

つ
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
統

一
戦
線

は
も
う
古
い
と
考
え
る
人
、
あ
る
い
は
統

一
戦
線
成
立
の
困
難
性
な
ど
か
ら
み
て
現
実
性
が
な
い
と
考
え
る
人
が
い
た
と
し
て
も
も

っ
と

も
な

こ
と
で
あ
る
。
む
し
ろ
統

一
戦
線
に
つ
い
て
の
安
易
な
理
解
や
楽
観
お
よ
び
そ
れ
に
も
と
つ
く
政
治
的
熱
狂
よ
り
は
、
冷
静
な
方
が

い
い
と
も
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
か
な
ら
ず
し
も
過
去
の
歴
史
的
存
在
だ
け
で
は
な
く
再
現
の

(も
ち
ろ
ん

過
去

の
単
純
な
そ
れ
で
は
な
い
が
)
兆
し
が
み
ら
れ
、
ま
た
核
戦
争
を
は
じ
め
と
す
る
現
代
世
界
の
危
機
が
人
類
の
破
滅
を
も
導
き
だ
し

か
ね
な
い
状
況
が

一
方
に
あ
り
、
他
方
に
は
、
そ
う
で
あ
る
が
故
に
、
大
衆
運
動
と
し
て
全
地
球
的
規
模
で
展
開
さ
れ

て
い
る
反
核
運
動

な
ど

の
新
し
い
運
動
が
、
人
間
の
連
帯
の
問
題

(ま
だ
自
己
認
識
は
な
い
に
せ
よ
、
客
観
的
に
は
、
新
し
い
統

一
戦
線

の
問
題
で
あ
る
)

を
実
践
的
に
提
起
し

つ
つ
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
今
日
、
統

一
戦
線
の
問
題
が
真
正
面
か
ら
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
な
い
の
は
残
念
な

こ
と
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

統

一
戦
線
は
七
〇
年
近
い
歴
史
を
も

つ
が
、
そ
の
軌
跡
の
全
体
像
を

つ
か
む
た
あ
に
は
、
時
期
区
分
の
作
業
が
必
要

で
あ
る
。
ま
ず
時

期
区
分
の
前
提
と
し
て
、
統

一
戦
線
と
は
何
か
を
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
統

一
戦
線
に
つ
い
て
筆
者
は
か
つ
て
次
の

よ
う

に
定
義
し
た
こ
と
が
あ
る
。

統

一
戦
線
と
は
、
労
働
者
階
級
あ
る
い
は
労
働
者
階
級
を
中
心
と
す
る
被
抑
圧
諸
階
級

・
諸
階
層

(人
民
諸
階
層
)
を
政
治
的

・
社

会
的

・
文
化
的
に
代
表
す
る
諸
組
織
お
よ
び
個
人
が
、
世
界
観
や
政
治
上
の
基
本
原
理
、
綱
領
な
ど
の
相
違
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
当

面
す
る
緊
急
に
し
て
も

っ
と
も
重
要
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
共
通
の
目
標
を
か
か
げ
共
通
の
敵
に
対
し
て
闘

う
共
同
の
戦
線
の

こ
と
で
あ
る
。
統

一
戦
線
運
動
(
E
i
n
h
e
i
t
s
f
r
o
n
t
b
e
w
e
g
u
n
g
)

と
は
、
そ
の
よ
う
な
共
同
の
戦
線
を
構
築
し
て
闘
お
う
と
す
る
目
的

意
識
的
な
運
動
を
い
う
。

ま
た
、
統

一
戦
線
お
よ
び
そ
の
運
動
の
組
織
形
態
は
、
「前
衛
政
党
」
を
中
心
と
し
て
、
い
わ
ば
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
に
結
集
す
る
か
な
り



ハ
ー
ド
な
形
態
か
ら
、
政
治
的
多
様
性
と
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
や
個
人
の
個
性
と
フ
ィ
ー
リ
ン
グ

(感
性
)
の
ち
が
い
を
前
提
と
し
た
中

心

の
多
元
性
を
ふ
く
む
緩
や
か
な
運
動
的
結
合
や

一
致
、
い
わ
ば

「多
様
性

の
統

一
」
と
で
も
よ
べ
る
よ
う
な
形
態
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
も
の
が
あ
る
。

一
九
二
〇
年
代
初
頭
に
登
場
し
今
日
に
い
た
る
ま
で
の
統

一
戦
線
は
、
目
的

・
内
容

・
形
態
は
多
彩
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
変
化

・
発

展
は
、
推
進
者
の
主
観
的
意
図
の
み
な
ら
ず
、
客
観
的
諸
条
件
に
も
規
定
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
推
進
者
の
認
識
の
変
化
は
重
要

な
問
題
で
あ
る
が
、
そ
の
変
化
を
ア

・
プ
リ
オ
リ
な
も
の
と
し
て
み
る
の
で
な
く
、
歴
史
的
条
件

の
変
化
と
関
連
づ
け

て
み
る
こ
と
が
必

要
だ
と
考
え
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
諸
条
件
に
応
じ
て
変
化

・
発
展
し
た
統

一
戦
線

(運
動
)
の
世
界
的
な
主
要
動
向
を
段
階
区
分
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
統

一
戦
線

(運
動
)
の
発
展
を
あ
と
づ
け
、
統

一
戦
線
に
お
け
る
史
的
条
件
を
軽
視
す
る
歴
史
的
評
価
や
統

一
戦
線

自
体
を
否
定
す
る
最
近
の
傾
向
に

一
考
を
促
し
た
い
と
考
え
る
。

(時
期
区
分
試
案
)

統

一
戦
線

(運
動
も
含
む
以
下
同
じ
)
の
現
実
的
展
開
条
件
は
、

一
般
的
に
い
つ
て
帝
国
主
義
段
階
に
お
い
て
う
ま
れ
る
。
統

一
戦
線

が
こ
れ
ま
で
し
ば
し
ば

「プ

ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
」
と
不
可
分
の
関
係
と
し
て
語
ら
れ
て
き
た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。
ま
た

こ
の

こ
と

は
、
統

一
戦
線
の
具
体
的
内
容
と
形
態
が
な
に
よ
り
も
世
界
帝
国
主
義
の
動
向
に
よ

っ
て
規
定
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。

こ
の
規
定
的
条
件
を
よ
り
具
体
的
に
み
る
な
ら
ば
以
下
の
三
つ
が
考
え
ら
れ
る
。
第

一
に
、
世
界
帝
国
主
義
を
中
心
と
す
る
資
本
主
義

の
動
向

(好
況
、
不
況
、
恐
慌
、
高
度
経
済
成
長
、
危
機
、
戦
争
な
ど
)
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
と
の
関
連
に
お
い
て
、
そ
の
国
家
が

占
め
る

「世
界
シ
ス
テ
ム
」
の
な
か
で
の
位
置

(中
心

・
中
核
i

半
周
辺
-

周
辺
-

外
部
世
界
)
で
あ
る
。

第

二
に
は
、
第

一
と
不
可
分
の
政
治
的
支
配
形
態

(ブ

ル
ジ

ョ
ア
的
支
配
の
態
様
、
す
な
わ
ち
、
ブ
ル
ジ

ョ
ア
民
主
主
義
、
大
衆
民
主

主
義

の
程
度
、

フ
ァ
シ
ズ
ム
支
配
の
存
否
、
権
威
的
秩
序
の
存
否
と
そ
の
程
度
)
な
ど
で
あ
る
。



第

三
に
は
、
以
上
の
二
点
と
密
接
に
か
か
わ
り
を
も
ち
、
そ
れ
ら
に
規
定
さ
れ
る
労
働
運
動
内
部
の
諸
潮
流
、
と
く
に
改
良
主
義
的
諸

潮
流

の
動
向
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
条
件
に
規
定
さ
れ
た
統

一
戦
線
を
内
容
に
則
し
て
、
そ
の
発
展
を
考
察
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
段
階
区
分
で
き
る
で
あ

　
る
　

ろ
う
。
な
お
、
こ
こ
で
は
植
民
地

・
従
属
国
の
そ
れ
は
対
象
か
ら
除
外
し
て
い
る
。

前

期

自
然
発
生
的
統

一
行
動
と
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
党
の
創
設
日
第

一
次

ロ
シ
ア
革
命
か
ら
第

一
次
世
界
大
戦
後
の
革
命
的
高
揚

期

〔
戦
後
革
命
期
〕
(
一
九
〇
五

一
九
二
〇
)

第

一
期

プ

ロ
レ
タ
リ
ア
統

一
戦
線
と

「労
働
者

(農
民
)
政
府
」
の
提
起
＝

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
革
命
の
退
潮
期

二

九

二

一

一
九
二

三
)

第

二
期

「下
か
ら
」
の
統

一
戦
線
戦
術

の

「推
進
」
日
相
対
的
安
定
期
お
よ
び
フ
ァ
シ
ズ
ム
台
頭
期

二

九
二
四

一
九
三
三
)

第
三
期

反
フ
ァ
シ
ズ
ム
統

一
戦
線

・
人
民
戦
線
の
形
成
と
崩
壊
＝

フ
ァ
シ
ズ
ム
を
め
ぐ
る
国
際
的
対
抗
と
妥
協

の
交
錯
期

(
一
九
三

四

一
一九
三
九
)

第

四
期

反
フ
ァ
シ
ズ
ム
統

一
戦
線
か
ら
人
民
民
主
主
義
革
命

へ
11
第
二
次
世
界
大
戦
と
戦
後
処
理
期

(
一
九
四
〇
-

一
九
四
七
)

第
五
期

統

一
戦
線
運
動

の
後
退
11
冷
戦
期

(
一
九
四
八

一
九
五
九
)

第
六
期

平
和
革
命

へ
の
模
索
と
統

一
戦
線

の
再
出
発
11

「平
和
共
存
」

・
高
度
経
済
成
長
期

(
一
九
六
〇

一
九
六
七
)

第
七
期

新
し
い
統

一
戦
線
の
模
索
日

「世
界

シ
ス
テ
ム
」
の
変
動
期

(
一
九
六
八

今
日
ま
で
)

※

次
ペ
ー
ジ
の

「統

一
戦
線
の
発
展
段
階
区
分
表
」
は
、
現
代
政
治
史
の
時
期
区
分
と
の
関
連
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
比
較
す
る

と
両
者
に
若
干
の
段
階
的
ズ
レ
が
あ
る
の
が
分
る
。



統一戦線の史的発展段階論についての覚書(石 川)

統 一 戦 線 の 発 展 段 階 区 分 表

現代 政治 史 の時期 区分

大時期

前期

中 時 期

戦後革命期

小 時 期

大戦後の革

命的高揚期

統一戦線の発展段階

自然発生的統一行
動 とプロレタリア
革命党の創設

(前 期)

始期 ・終期の指標

プロレタリア統一

戦線と「労働者(農
民)政 府」の提起
(第1期)

ロシア第1次 革

命とソヴエ トの
発生

反カップ闘争

第

期

第

期

相対的安定

期

ファシズム

攻勢期

反ファシズ

ム期

戦後処理期

冷 戦 期

「平和共存」
高度経済成
長期

ヨ ー ロ ツパ

革命の退潮
期

相対的安定期

.恐 慌 期
ファシズム
台頭期

反 フ ァ ツ シ

ョの模 索 期

第2次 世界
大戦下のフ
ァシズム攻
勢期

反ファシズ
ムの国際的

攻勢期

戦後処理期
戦後革命運
動の高揚

1冷 戦 期

「平和共存」
高度経済成
長期

「下か ら」の統一戦

線戦術の「推進」

(第2期)

反 ファシズム統一
戦線 ・人民戦線の
形成と崩壊
(第5期)

反 ファシズム統一

戦線から人民民主

主義革命へ

(第4期)

統一戦線運動の後
退

平和革命への模索
と統一戦線の再出
発(第

6期)

高度経済成
長の矛盾噴
出期

新しい統一戦線の

模索(第1小 段階)

コ ミ ンテル ン

12月 プ レナ ム

ドイツ革 命 の 敗
北

コミンテルン

第5回 世界大会

ヒ トラーへ の 敗

北

コミンテルン

第7回 世界大会
(1935)

独 ソ不可侵条約

第2次 世界大戦

開始

コミンテルンの

解散(1943)

トル ー マ ン=

ド ク ト リ ン

モスクワ声明

第

期
)

「世界 シス
テム」の激
動期

構造的危機
の時期

「新保守主
義」期

(第2小 段階)

(第7期)

テ ト攻 勢 、5月

危 機 、 チ ェ コ侵

攻

イ ラ ン革命 、 ア

フガ ン侵攻



Ⅰ
戦
間
期
と
国
家
グ
ル
ー
プ
の
類
型

戦
間
期
と
は

統

一
戦
線
の
発
展
段
階
の
前
期
の

一
部
お
よ
び
第

一
期
か
ら
第
四
期
ま
で
は
、
現
代
政
治
史

で
い
え
ば
第

一
大
時
期

(
一
九

一
七
i

一
九

四
五
)
に
ほ
ぼ
あ
た

っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
、
第

一
次
世
界
大
戦
の
終
結
直
前
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
結

に
至
る
時
期
で
あ

る
が
、
こ
の
期
の
特
徴
は
戦
間
期
(
I
n
t
e
r
-
W
a
r
 
P
e
r
i
o
d
)

に
集
中
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
統

一
戦
線

(運
動
)
の
変
化

.
発
展
の
諸

段
階

を
み
る
前
提
と
し
て
、
こ
の
時
期
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

戦

間
期
と
は
、
巨
視
的
に
み
れ
ば
、
西
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
く
に
イ
ギ
リ
ス
の
世
界
支
配

(
パ
ッ
ク
ス

.
ブ
リ
タ

ニ
カ
)

が
基
本
的
に
終
焉

し
、
帝
国
主
義
諸
国
が
自
ら
の
世
界
支
配
を
目
指
し
て
し
の
ぎ
を
削
り
、
結
局
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
の
世
界
支
配

(パ
ッ

ク
ス

・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
)

へ
と
収
敏
し
て
い
く
過
渡
期
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

第

一
次
世
界
大
戦

(
一
九

一
四
年
七
月
二
八
日
i

一
九

一
八
年

=

月

=

日
)
は
、
強
大
な
資
本
主
義
諸
国
に
よ

っ
て
戦
わ
れ
た
帝

国
主
義
戦
争
で
あ
り
、
そ
の
国
の
生
産
力
、
国
民
の
組
織
力
な
ど
が
総
体
と
し
て
問
わ
れ
た

「
総
力
戦
」
(
t
o
t
a
l
 
w
a
r
)

で
あ

っ
た
。
そ

の
衝
撃
の
深
さ
は
、
戦
争
自
体
が
伝
統
的
秩
序
を
崩
壊
さ
せ
、
革
命
と
民
族
解
放
運
動
を
導
き
だ
し
、
帝
国
主
義
体
制

の

一
部
を
瓦
解
さ

せ
た

こ
と
に
よ
っ
て
知
り
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
欧
米
の
資
本
主
義
諸
国
に
と

っ
て
戦
後
政
治
の
条
件
は
、
内
的
要
因
と
外
的
要
因
と
い

う
二

つ
の
次
元
で
変
化
し
て
い
っ
た
。

外

的
要
因

(外
部
構
造
)
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
帝
国
主
義
の
支
配
力

・
影
響
力
の
低
下
で
あ
る
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
、
日
本
と
い
う
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
以
外

の
帝
国
主
義
諸
国
の
相
対
的
地
位
の
強
化
と
裏
腹
の
関
係
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
植
民
地



に
お
け
る
民
族
解
放
運
動
の
台
頭
が
も
た
ら
し
た
本
国
ー1
植
民
地
の
政
治
的
諸
関
係
の
変
動
お
よ
び
敗
戦
帝
国
主
義
の
植
民
地
支
配
体
制

か
ら
の
離
脱
に
起
因
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
外
的
要
因
の
変
化
は
、
欧
米
帝
国
主
義
諸
国
に
、

こ
れ
ま
で
と
同
じ
形
態
で
の
支
配

・
西

奪
の
継
続
を
不
可
能
に
し
、
支
配
シ
ス
テ
ム
の
再
編
成
や
勢
力
圏

・
支
配
地
域
の

「再
配
分
」
を
迫
る
も

の
で
あ

っ
た
。
内
的
要
因

(内

部
構
造
)
の
変
化
と
は
、
既
存
の
支
配
体
制
が

「大
衆
社
会
」
の
成
立
に
と
も
な
う
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
変
動
に
直
面
さ

せ
ら
れ
た
こ
と
ア

あ
る
。

イ
タ
リ
ア
や
ド
イ
ツ

に
み
ら
れ
る
よ
う
に

「
総
力
戦
」
に
よ
る
支
配
機
構
の
統
合
力
の
弱
体
化
や
崩
壊
、
既
存
の
価
値
体
系
の
全
面
的

な
い
し
は
部
分
的
崩
壊
、
都
市
大
衆
の
文
化

(「対
抗
文
化
」
)
の
形
成
、
新
中
間
層
の
登
場
等
に
よ

っ
て
、
各
国
の
支
配
層
は
、
多
か
始

少
な
か
れ
大
衆
統
合
力
喪
失
の

「危
機
」
に
見
舞
わ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
欧
米
諸
国
に
お
け
る
支
配
層

の
課
題
は
、
戦
後

の
経
済
的
復
興
、
自
国
の
帝
国
主
義
支
配
の
再
編
成
、
大
衆
統
合
力
回
復
の
た
め
の
大
衆
的
社
会
基
盤

の
形
成
等
で
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
の

課
題
の
解
決
の
仕
方
を
あ
ぐ

っ
て
、
世
界
シ
ス
テ
ム
の
な
か
の
主
要
国
家
は
、
次
の
よ
う
な
い
く

つ
か
の
国
家
グ

ル
ー
プ
の
類
型
に
わ
け

ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

①

第

一
の
型
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
よ
う
に
第

一
次
世
界
大
戦
に
勝
利
し
た
先
発
帝
国
主
義
諸
国
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
諸
国
は
戦
争
に
よ
る
支
配
機
構
の
破
損
の
程
度
は
小
さ
か
っ
た
し
、
ヴ

ェ
ル
サ
イ
ユ
ーー
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
と

い
う
暫
定

的
世
界

支
配
体
制
の
も
と
に
、
植
民
地

・
従
属
国
の
支
配
シ
ス
テ
ム
を
基
本
的
に
維
持
し
た
。
ま
た
内
政
面
で
は
、
西
欧
民
主
主
義
す
な
わ
ち
ブ

ル
ジ

ョ
ア
民
主
主
義
の
国
家
形
態
(
s
t
a
t
e
 
f
o
r
m
,
 
S
t
a
a
t
s
f
o
r
m
)

に
お
い
て
、
大
衆
統
合
力
の
保
持
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

②

第
二
の
型
は
、
ソ
ヴ

ェ
ト

・
ロ
シ
ア
で
あ
る
。
こ
の
国
は
、
旧
国
家
権
力
が
崩
壊
し
、
資
本
主
義
と
は
異
質
な
体
制
原
理
を
も

つ

社
会
主
義
国
家

へ
と
転
化
し
た
。
同
国
は
、
旧

ロ
シ
ア
帝
国
が
も

っ
て
い
た
植
民
地

・
従
属
国
を
放
棄
し
帝
国
主
義
支

配
シ
ス
テ
ム
を
喪

失
し
た
が
、
革
命
が
発
生
せ
し
め
た
大
衆
統
合
力
に
よ
っ
て
社
会
主
義
権
力
の
大
衆
的
基
盤
を
創
出
す
る
こ
と
に

一
応
成
功
し
た
。
し
弧



し
、

「
プ

ロ
レ
タ

リ

ァ
権

力

」

が
圧

倒

的

な

農

民

(
八
〇

パ

ー

セ

ン
ト
)
に
よ

っ
て
支

え

ら

れ

な

け

れ
ば

な

ら

な

い
と

い
う

逆

説

と

共

に
、

そ

の
権

力

は

工

業

化

の
た

め

に

、

先

発

帝

国

主
義

諸

国

が
植

民

地

・
従

属

国

の
支

配

か

ら

得

た

と

「
同

じ
も

の
」

を

農

民

か
ら

「
収

奪

」

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

か

っ
た
。

そ

こ

で
、

大

衆

的

基

盤

が

崩

壊

の
危

機

に
直

面

し

、

そ

れ
を

「
ス
タ

ー
リ

ニ
ズ

ム
」
(
S
t
a
l
i
n
i
s
m
)

と

い

う

上

か
ら

の
強

制

を

と

も

な

う

政

治
体

制

へ
移

行

す

る

こ
と

で
補

強

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

か

っ
た
。

③

第

三

の
型

は

、

東

・
南

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸

国

で
あ

る
。

も

っ
と

も

西

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

に

近

く

、

工
業

化
も

進

ん

で

い

た

チ

ェ

コ
ス

ロ
ヴ

ァ
キ

ア
な

ど

を

除

け

ば

、

ハ
ン
ガ

リ

ー

の
よ

う

に

、

ソ
ヴ

ェ
ト

・
ロ
シ

ア
と

同

じ

く

、

革

命

に
よ

っ
て
大

衆

的

基
盤

の
形

成

を

目
指

し

た

と

こ

ろ
も

あ

っ
た

が

、

結

局

、

革

命

も
ブ

ル
ジ

ョ
ア
民
主

主

義

の
定

着

も

挫

折

し

た

。

特

に

東

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

の
場

合

、

一
九

二
〇

年

代

初

頭

に

は
、

権

威

主

義

的

政

治

体

制

が

成

立

し

、

一
九

三
〇

年

代

に

は
、

フ

ァ
シ
ズ

ム
な

い
し

プ

レ

・
フ

ァ

シ
ズ

ム
体

制

へ
と

転

化
あ

る

い

は
接

近

し

た
。

④

第

四

の
型

は
、

ド

イ

ツ
、

イ

タ
リ

ア
等

の
後

発

帝

国

主
義

国

で
あ

る
。

ド

イ

ツ
は

敗

戦

国

で
あ

っ
た

が

ゆ

え

に

、

イ

タ

リ

ア

は
戦

勝

国

に
も

か

か
わ

ら

ず

、
期

待

し

た

領

土

等

が
獲

得

で
き

な

か

っ
た
が

ゆ

え

に
、
両

国

と

も

に

ヴ

ェ
ル
サ

イ

ユ
ーー
ワ

シ

ン
ト

ン
体

制

に
大

い

に

不
満

を

も

っ
て

い

た
。

最

初

こ

の
両

国

は

、

第

一
の
型

の
先

発

帝

国

主

義

国

と

同

じ

よ

う

に
、

ブ

ル
ジ

ョ
ア
民

主

主
義

を

志

向

し

た

の

で

あ

る

が
、

イ

タ

リ

ア
は

戦

後

危

機

の
な

か

で

一
九

二

〇

年
代

に

、

ド

イ

ツ

は
大

恐

慌

の

イ

ン

パ
ク

ト

を

う

け

て

一
九

三
〇

年

代

に
、

フ

ァ

シ
ズ

ム
体

制

へ
と

、

そ
れ

ぞ

れ

移

行

し

た

の

で
あ

っ
た
。

両

国

は
、

先

発

帝

国

主

義

諸

国

と

異

っ
て
、

か

つ
て

の
帝

国
主

義

支

配

シ

ス
テ

ム
を

喪

失

し

た

。

ド

イ

ツ

の
場

合

、

一
九

二

三
年

の
危

機

は

、

ア

メ
リ

カ

の

ド

ル
の
力

で
乗

り

切

り

え

た

が

、

二

九

年

の

大

恐
慌

に

お

い

て

は

ア

メ
リ

カ
自

身

が

打

撃

を

う

け

た

た

め
危

機

の
直

撃

を

う

け
、

デ

モ
ク

ラ

シ

ー
は

解

体

し

た

。

イ

タ

リ

ア

の
場

合

は

、

イ

タ

リ

ア
民

主

主

義

の
統

合

力

の
解

体

の
な

か

で

、
大

衆

統

合

力

の

空

白

を

う

め

る
形

で

フ

ァ
シ
ズ

ム

が
台

頭

し

て
き

た

。

三

〇

年

代

「
危

機

」

を

克

服

す

る

た

あ

に
、

第

一
の
型

の
先

発

帝

国

主
義

国

が
と



っ
た
ブ

ロ
ッ
ク
経
済
体
制
の
成
立
は
、
ド
イ
ツ

・
イ
タ
リ
ア

・
日
本
に
世
界
再

々
分
割
の
道
を
選
択
さ
せ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
の
三
国

が
、
戦
間
期
と
い
う
過
渡
期
に
先
発
帝
国
主
義
諸
国
の
暫
定
的
支
配
体
制
で
あ
る
ヴ

ェ
ル
サ
イ
ユ
目
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制

に
挑
戦

し
、
世
界

再
々
分
割
闘
争
に

「勝
利
」
を
期
し
、
自
ら
の
世
界
帝
国
の
建
設
を
夢
み
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
か

っ
た
。

日
本
は
、
ア
ジ
ア
で
唯

一
の
帝
国
主
義
国

(後
発
帝
国
主
義
)
と
し
て
特
異
な
位
置
を
占
め
て
い
た
。
第

一
次
世
界
大
戦
後
、

一
九
二

〇
年

の
反
動
恐
慌
を
は
じ
め
と
し
て
震
災
恐
慌
、
金
融
恐
慌
、
大
恐
慌
と
た
て
つ
づ
け
に
経
済
恐
慌
に
み
ま
わ
れ
、
ま

た
、
対
外
的
な

「
発

展
」

の
条
件
も
な
く
な

っ
て
く
る
と
、
「勢
力
圏
」

の
「危
機
」
が
叫
ば
れ
た
。
日
本
の
場
合
、
対
外
戦
争
を
発
動
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
フ

ァ
シ
ズ
ム
体
制
の
形
成
が
始
ま
る

(
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
順
序
が
逆
で
あ
る
)
が
、

一
九
三

一
年
の
時
点
で
の
対
外
戦
争

の
発
動
は
、
そ
の

時
期

的
な
先
駆
性
と
民
族
解
放
運
動
と
の
対
決
と
い
う
点
で
そ
の
他
の
帝
国
主
義
国
と
比
較
し
た
と
き
に
特
徴
が
あ

っ
た
。

Ⅱ

時
期
区
分
ー

統
一

戦
線

の
出
発
か
ら
ヒ
ト
ラ
ー

へ
の
敗
北
ま
で

(
一
九
〇
五
-

一
九
三
三
)

前

期

自
然
発
生
的
統

一
行
動
と
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
党
の
創
設
ー1
第

一
次

ロ
シ
ア
革
命
か
ら
第

一
次
世
界
大
戦
後
の
革
命
的
高
揚

期

〔戦
後
革
命
期
〕
(
一
九
〇
五
ー

一
九
二
〇
)

統

一
戦
線
と
い
う
概
念
が
提
起
さ
れ
た
の
は
、

一
九
二

一
年
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
よ

っ
て
で
あ
る
が
、
統

一
戦
線
と
い
う
言
葉
で
表
現

さ
れ

る
実
態
は
、
す
で
に

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
以
前
に
も
歴
史
的
に
生
ま
れ
て
い
た
。
そ
れ
は

ロ
シ
ア
に
お
け
る
革
命
運
動

の
な
か
で
生
ま
れ

た

「
ソ
ヴ

ェ
ト
」
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、

一
九
二

一
年
に
始
ま
る
統

一
戦
線
の

「第

一
期
」
の
ま
え
に
、
「前
期
」

を
設
定
し
た
。

世
紀
の
変
り
目
に
世
界
的
規
模
で
帝
国
主
義
が
成
立
し
た
が
、
日
露
戦
争
は
世
界
史
上
最
初
の
帝
国
主
義
戦
争
で
あ

っ
た
。
日
本
と

ロ



シ

ア

の
背
後

に

は
、

そ
れ

ぞ
れ

イ
ギ

リ

ス

・
ア

メ
リ

カ

、

ド

イ

ツ

・
フ
ラ

ン

ス
が

あ

り

、

日

本

と

ロ
シ

ア
は

と
も

に

後

発

帝

国

主

義

国

(
二
流

の
帝

国
主

義

国

)

と

し

て
、

こ
れ

ら

列

強

の
複

雑

な

利

害

を
代

表

し

て
戦

っ
た

の
で
あ

っ
た
。

こ

の

日
露

戦

争

の
さ

中

、
第

一
次

革

命

の
発
端

と

な

っ
た

の

は

一
九

〇

五
年

一
月

の
血

の

日
曜

日
事
件

で
あ

っ
た
。

対

馬

海

戦

の
前

後

か

ら

ス
ト

ラ
イ

キ

闘

争

は

激

化

し

、

政

治

ス
ト

が

増

加

し

た
。

同
年

五
月

一
五

日
、
ゼ

ネ

ス
ト

を

つ
づ

け

る

イ

ワ
ノ

ヴ

ォ
・
ヴ

ォ
ズ

ネ

セ

ン

ス
ク
市

で
、
最

初

の
労
働

者

代
表

ソ

ヴ

ェ
ト

(
S
o
v
i
e
t

)

が

組

織

さ

れ

た
。

労

働

者

代
表

ソ
ヴ

ェ
ト

は

、

工
場

を

基

礎

と

し

て

一
定

の
割

合

で
選

出

さ

れ

た
労

働

者

代

表

の
会

議

で
あ

り

、

反

体

制

諸

党

派

の
結

集

体

で
あ

っ
た

。

ソ
ヴ

ェ
ト

は

、

イ

ワ

ノ
ヴ

ォ

・
ヴ

ォ
ズ
ネ

セ

ン

ス
ク

で
は

、

五
〇

日

間

に

わ

た

る

ゼ
ネ

ス
ト
を

指

導

し

た

が

、

ペ

テ

ル
ブ

ル
ク

・
モ

ス
ク

ワ
な

ど
多

く

の
都

市

で
も

形

成

さ

れ

活

動

し

た
。

こ

の

ソ
ヴ

ェ
ト

は

、
自

然

発

生

的

に
形

成

さ

れ

た

も

の
だ

が

、

実
体

的

(
7
)

に
は
統

一
戦
線
的
組
織
で
あ

っ
た
。

レ
ー
二
ン
も
、
統

一
戦
線
的
組
織
と
位
置
づ
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
革
命
期
な
い

し
政
治
危
機
の
時
期
に
は
、
統

一
戦
線
の
推
進
主
体
が
目
的
意
識
的
に
追
及
し
な
い
場
合
で
も
、
労
働
者
階
級
の
自
然
発
生
的
な
統

一
行

動
が
お
こ
り
、
統

一
戦
線
的
な
組
織
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
う
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
そ
の
後
の
展
開
過
程
に
お

い
て
も
経
験
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

世
界
帝
国
主
義
の
成
立
は

「プ

ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
」
の
客
観
的
条
件
を
準
備
し
、
と
く
に
第

一
次
世
界
大
戦
は
、
帝
国
主
義
諸
国
に
お

け

る
危
機
を
促
進
し
た
。
し
か
し
、
政
治
変
革
の
指
導
部
と
な
る
べ
き
第
二
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
諸
政
党
は
、
一
九
世
紀

の
「平
和
的
」

時
代

に
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
半
ば
体
制
内
化
さ
れ
、
危
機
的
状
況
に
対
応
で
き
な
か

っ
た
。
革
命
を
達
成
す
る
に
は
、
ま
ず
第
二
イ

ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
か
ら
革
命
派
を
分
離
し
、
新
し
い
革
命
党
に
結
集
す
る
こ
と
が
必
然
的
に
要
求
さ
れ
た
。

一
九
〇
三
年
の
ボ
リ
シ
ェ
ヴ

ィ
キ
(
B
o
l
s
h
e
v
i
k
i
)

(
ロ
シ
ア
社
会
民
主
労
働
党
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
派
)
の
形
成
、
一
九

一
九
年
の
共
産
主
義
イ
ン
タ
ナ
シ

ョ
ナ
ル
(
K
o
m
i
n

t
e
r
n
)

の
結
成
そ
し
て

一
九
二
〇
年
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
二
回
大
会
に
い
た
る
各
国
で
の
共
産
主
義
党
派
の
結
成
の
過
程
が

そ
れ

で
あ



る
。レ
ー

二
ン
は
、

一
九
〇
五
年
～

一
七
年
に
い
た
る

ロ
シ
ア
革
命
の
過
程
で
、
統

一
戦
線
の
先
駆
的
形
態
と
も
い
う

べ
き
他
の
小
ブ

ル
ジ

ョ
ア
的
民
主
主
義
党
派
、
「小
ブ

ル
ジ

ョ
ア
的
」
社
会
主
義
党
派
と
の
統

一
行
動
を
追
求
し
た
が
、
彼
に
と

っ
て
他
党
派
と
の

「統

一
」
は

き
わ
め
て
条
件
的
な
も
の
で
あ

っ
て
、
原
則
は
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
党
の
独
自
性
を
堅
持
し
、
他
党
派

へ
の
批
判
と
闘
争
を
通
じ
て
、
大

衆
を
革
命

の
側
に
結
集
す
る
こ
と
に
あ

っ
た
。

第

一
次
世
界
大
戦
直
後
の
各
国
に
お
け
る
政
治
危
機
に
対
応
し
た
勤
労
大
衆
の
統

一
行
動
は
、

一
七
年
革
命
に
お
け
る
ン
ヴ

ェ
ト
だ
け

で
な
く
、

一
九

一
八
年
の
ド
イ
ツ
革
命
に
お
け
る
レ
ー
テ
(
R
a
t
e
)や

一
九
二
〇
年
の
反
カ
ッ
プ
闘
争
に
お
け
る
各
種
の
統

一
組
織

(レ

ー
テ
も
含
む
)
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
自
然
発
生
的
傾
向
の
強
い
も
の
で
あ

っ
た
。
と
く
に
反
カ
ッ
プ
闘
争
に
お
け
る
大
規
模
な
勤
労
大
衆

を
結
集
し
た
統

一
戦
線
は
、
カ
ッ
プ

・
ク
ー
デ
タ
ー
政
権
を
打
倒
し
、
統

一
が
い
か
に
強
い
力
を
発
揮
し
う
る
も
の
で
あ
る
か
を
示
し
た
。

反
カ

ッ
プ
闘
争
後
、
ド
イ
ツ
共
産
党
は
、
独
立
社
会
民
主
党
左
翼
と
合
同
し
党
勢
を

一
挙
に
拡
大
す
る
。
こ
の
急
成
長
期
に
、
同
党
内
で

は
、
統

一
行
動
を
志
向
す
る
部
分
と
即
座
に
権
力
奪
取
闘
争
を
提
起
し
よ
う
と
す
る
部
分
と
が
対
立
し
た
。

一
九
二

一
年
の
ド
イ
ツ
に
お

け
る
三
月
行
動
の
敗
北
は
、

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
戦
術
転
換
す
な
わ
ち
統

一
戦
線
戦
術
の
提
起
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
。

第

一
期

プ

ロ
レ
タ
リ
ア
統

一
戦
線
と

「労
働
者
(農
民
)政
府
」
の
提
起
1ー

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
革
命
の
退
潮
期

(
一
九
二

一

一
九
二
三
)

一
九
二
〇
年
以
降
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
革
命
は
退
潮
を
迎
え
た
。

一
九
二

一
年
に
は
戦
争
直
後
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
革
命
的
雰
囲
気
は
失
わ

れ
、
戦
後
革
命
運
動
の
第

一
期
が
終

っ
た
。
こ
の
客
観
的
条
件

の
変
化
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
戦
術
転
換
を
う
な
が
し
た
。
そ
れ
が

一
九

二

一
年

一
二
月
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
・
プ
レ
ナ
ム
で
テ
ー
ゼ
化
さ
れ
た
統

一
戦
線
戦
術
で
あ
る
。
そ
の
転
換
の
論
理

・
内
容

・
意
義
は
次
の



ご
と
く
で
あ
る
。

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
革
命
は
退
潮
を
迎
え
た
が
、
戦
後
恐
慌
に
よ
る
経
済
危
機
と
資
本

の
反
動
攻
勢
の
な
か
で
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
防
衛

に
立

た
さ
れ

つ
つ
も
、
革
命
党
は
近
い
将
来
に
革
命
的
危
機
の
到
来
を
予
想
し
た
。
近
い
危
機
の
到
来
に
そ
な
え
る
革
命
的
党
派
に
と

っ

て
の
緊
急
の
課
題
は
、
労
働
者
大
衆
の
多
数
を
獲
得
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し

一
九
世
紀
以
来
の
伝
統
に
よ

っ
て
社
会
民
主
主
義
派

は
労
働
者
に
大
き
な
影
響
力
を
も

っ
て
い
た
。
誕
生
し
た
ば
か
り
の
小
さ
な
共
産
党
に
と

っ
て
労
働
者
の
多
数
を
ひ
き

つ
け
る
に
は
、
社

会
民
主
主
義
指
導
下
の
改
良
主
義
的
諸
組
織

(政
党

・
労
働
組
合
)
と
の
接
近
が
不
可
欠
で
あ

っ
た
。
こ
こ
に
、
労
働
者
大
衆
に
影
響
力

を
も

つ
社
会
民
主
主
義
的
組
織
な
ど
と
の
統

一
戦
線
が
要
求
さ
れ
、
そ
れ
は
、
国
際
共
産
主
義
運
動
に
お
け
る

一
般
的
戦
術
と
し
て
提
唱

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
九
二
二
年
四
月
、
国
際
労
働
者
戦
線
統

一
の
た
め
の
三
つ
の
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
ベ
ル
リ
ン
会
議
が
も
た
れ
た
。
会
議
は
決
裂
に

終
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
会
議
は
国
際
的
労
働
者
統

一
戦
線
の
最
初
の
こ
こ
ろ
み
と
い
う
ば
か
り
で
は
な
く
、
会
議
に
出
席
し
た
コ
ミ
ン

テ
ル
ン
代
表
団
に
対
す
る
指
示
や
批
判
を
通
じ
て
、
レ
ー

二
ン
の
統

一
戦
線
論
が
か
な
り
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
も
注
目
さ

れ
る
も
の
で
あ

っ
た
。

一
九
二
二
年
一
一

月
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
四
回
世
界
大
会
は
、
統

一
戦
線
戦
術
を
よ
り
具
体
化
し
た
テ
ー
ゼ
を
採

択

し
た
。
そ

こ
で

は
、
統

一
戦
線
戦
術
に
よ

っ
て
も
圧
倒
的
多
数
の
労
働
者
大
衆
を
共
産
党
の
側
に
ひ
き

つ
け
え
な
い
段
階
で
、
資
本
主
義
の
危
機
が
到
来

し
た
場
合
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
に
は
い
た
ら
ぬ
が
、
資
本
の
危
機
に
対
応
し
な
が
ら
労
働
者
の
統

一
戦
線
を
促
進
す
る

「
労
働
者

(農

民
)
政
府
」
が
構
想
さ
れ
た
。
だ
が
、
「労
働
者
政
府
」
は
、
そ
の
解
釈
に
お
い
て
大
き
な
相
違
が
あ
り
、
論
争
を
ま
き
お
こ
し
た
。

当
時

ソ
ヴ

ェ
ト

・
ロ
シ
ア
と
な
ら
ぶ
国
際
共
産
主
義
運
動
の
二
大
本
拠
地
の

一
つ
で
あ

っ
た
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
統

一
戦
線
運
動
の

展
開
が
み
ら
れ
た
。
一
九
二

一
年
三
月
行
動
の
敗
北
後
、ド
イ
ツ
共
産
党
の
指
導
権
を
把
握
し
た
ブ
ラ
ン
ド
ラ
ー
(
H
e
i
n
r
i
c
h
 
B
r
a
n
d
l
e
r
,



1
8
8
1
-
1
9
6
7

)
、
タ
ー
ル
ハ
イ

マ
ー
(
A
u
g
u
s
t
 
T
h
a
l
h
e
i
m
e
r
,
 
1
8
8
4
-
1
9
4
8
)

ら
は
、

ロ
シ
ア
革
命
の
模
倣
で
は
な
く
、
高
度
に
発
達

し
た
資
本
主
義
国
ド
イ
ツ
の
政
治
状
況
に
党
の
方
針
を
適
応
さ
せ
よ
う
と
努
力
し
た
。
そ
の
結
果

一
九
二
二
年
末
に
は
、
今
日
の

「民
主

主
義

を
通
じ
て
社
会
主
義

へ
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
戦
略
コ
ー
ス
に
か
な
り
接
近
し
た
戦
略
理
論
を
自
ら
生
み
だ
し
た
。

こ
の
新
し
い
理
論

は
、
『
ド
イ
ツ
共
産
党
綱
領
草
案
』
(
一
九
二
二
年

一
〇
月
七
日
発
表
)
に
お
い
て
体
系
的
に
展
開
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
ブ

ル
ジ

ョ
ア
民

主
主
義
の
積
極
的
な
評
価
、
「労
働
者
政
府
」
の
戦
略
的
位
置
づ
け
、
資
本
主
義
体
制
内
に
お
け
る
改
良
の
積
極
的
評
価
な
ど
に
特
徴
が
み

ら
れ
た
。
統

一
戦
線
を
戦
術
レ
ヴ

ェ
ル
に
限
定
し
あ
く
ま
で

「
ソ
ヴ

ェ
ト
型
」
革
命
方
式
に
固
執
す
る

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
指
導
部
の
戦
略
路

線
と
異
な
る
こ
の
よ
う
な
新
し
い
路
線
が
誕
生
し
た
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
の
党
内
は
も
と
よ
り
国
際
共
産
主
義
運
動
内
部

に
大
き
な
衝
撃
を

あ
た
え
た
。

一
九
二
三
年

一
月
の
ド
イ
ツ
共
産
党
第
八
回
党
大
会
に
お
い
て
は
、
党
中
央
と
党
内
左
派
と
の
間
に
鋭

い
対
立
が
生
じ
た
。

そ

こ
で
は
現
状
認
識
、
ブ

ル
ジ

ョ
ア
民
主
主
義
論
、
組
織
論
を
め
ぐ
る
論
争
が
あ
っ
た
。

一
九
二
三
年
の
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
ル
ー
ル
占
領
、

マ
ル
ク
価
値

の
急
激
な
下
落
、
左
右
の
大
衆
運
動
の
高
揚
な
ど

に
よ

っ
て
特
徴
づ

け
ら
れ
る
状
況
の
な
か
で
、
大
衆
運
動
が
噴
出
し
た
。
戦
闘
的
労
働
者
は
、
地
域
的

・
地
方
的
レ
ヴ

ェ
ル
に
お
い
て
統

一
戦
線

の
結
成

に
成
功
す
る
。
「革
命
的
経
営
評
議
会
」
(
B
e
t
r
i
e
b
s
r
a
t
e
)

、
「管
理
委
員
会
」
(
K
o
n
t
r
o
l
l
a
u
s
s
c
h
u
s
s
)

「プ

ロ
レ

タ
リ

ア
百
人
組
」

(
P
r
o
l
e
t
a
r
i
s
c
h
e
 
H
u
n
d
e
r
t
s
c
h
a
f
t
e
n
)

な
ど
の
諸
組
織
に
、
無
党
派
の
労
働
者
や
社
会
民
主
党
系
の
労
働
者
が
結
集
し
、
そ
れ
ら
の

組
織
が
実
質
的
に
統

一
戦
線
組
織

へ
と
発
展
し
た
。
そ
の
力
は
全
国
的
レ
ヴ

ェ
ル
に
お
け
る
統

一
戦
線
の
形
成
を
促
し
た
。

ワ
イ

マ
ー
ル

期
に
お
い
て
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
と
共
産
党
の
統

一
戦
線
が
成
立
し
た
数
少

い
ケ
ー
ス
の

一
つ
で
あ

っ
た
。
こ
の
統

一
戦
線
成
立
の
条
件

は
、
政
治
危
機
と
の
関
連
で
考
察
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

統

一
戦
線
の
力
は
、
二
三
年
八
月
に
は
ゼ
ネ

・
ス
ト
で
ク
ー
ノ
(
W
i
l
h
e
l
m
 
C
u
n
o
,
 
1
8
7
9
'
-
1
9
3
3
)

政
府
を
打
倒
す
る
こ
と
に
成
功

す
る
。
し
か
し
、
自
ら
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ヴ
の
も
と
に
労
働
者
政
府
を
つ
く
る
と
こ
ろ
ま
で
は
進
ま
な
か

っ
た
。
労
働
者
政
府

(統

一
戦
線



政
府
)
樹
立
の
客
観
的
可
能
性
が
開
け
て
き
た
重
大
な
瞬
間
に
、
ド
イ
ツ
共
産
党
指
導
部
が
高
揚
す
る
大
衆
運
動
に
追
い
つ
け
な
い
と
い

う
深
刻
な
事
態
が
発
生
し
た
。
政
治
危
機

の
な
か
で
成
立
し
た
シ

ュ
ト
レ
ー
ゼ

マ
ン
(
G
u
s
t
a
v
 
S
t
r
e
s
e
m
a
n
n
,
 
 
1
8
7
8
-
1
9
2
9
)

大
連
合

政
府
は
、
社
会
民
主
党
を
政
権
に
と
り
こ
む
た
め
の

一
定
の
政
治
的
譲
歩
と
強
権
発
動
を
使
い
わ
け
な
が
ら
危
機
を

の
り
こ
え
よ
う
と
す

る
。
革
命
を
目
指
す
ド
イ
ツ
共
産
党
お
よ
び
統

一
戦
線
組
織
、
そ
れ
に
期
待
を
か
け
指
導
と
援
助
を
お
こ
な
う
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
を
中
心
と

し
た
革
命
推
進
派
と
、
現
体
制
の
維
持
を
め
ざ
す
勢
力
の
間
の
対
抗
は
し
だ
い
に
激
烈
に
な

っ
て
い

っ
た
。
両
者
の
力
関
係
は
、
い
く
つ

か
の
段
階
を
経
過
す
る
な
か
で
次
第
に
変
化
し
た
。

ド
イ
ツ
共
産
党
指
導
部
は
、
政
治
権
力
奪
取
の
た
あ
の
決
定
的
闘
争
を
提
起
せ
ず
、
主
と
し
て

「上
か
ら
」
の
統

一
戦
線
の
拡
大
と
議

会
を
通
じ
て
の

「労
働
者
政
府
」

の
樹
立
に
全
力
を
傾
け
た
。
ザ
ク
セ
ン
、
チ

ュ
ー
リ
ン
ゲ

ン
州
で
は
、
十
月
の
初
め
地
方

「労
働
者
政

府
」
の
樹
立
に
成
功
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
頃
に
は
ク
ー
ノ
政
府
打
倒
闘
争
に
結
集
し
た
当
時
の
労
働
者
大
衆
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

衰
退
に
む
か
い
始
め
て
い
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
統

一
戦
線
は
ド
イ
ツ
共
産
党
指
導
部
が
予
想
し
描
い
て
い
た
軌
跡
か
ら
大
き

く
離
脱
し
、
自
己
分
解
を
と
げ
る
な
か
で
崩
壊
し
た
。
十
月
末
に
は
ゼ
ネ
ス
ト
と
武
装
蜂
起
の
計
画
も
採
用
さ
れ
る

が
簡
単

に
中
止

さ

れ
、
州
政
府
自
体
も
国
防
軍
の
侵
入
に
よ
っ
て
崩
壊
し
た
。

一
九
二
三
年
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
統

一
戦
線
の
実
験
は
失
敗
に
帰
し
た
が
、

こ
の
経
験
は
統

一
戦
線
の
構
造
的
特
質
や
統

一
戦
線
に
お
け
る
飛
躍

・
転
化
の
条
件
の
問
題
を
提
起
し
た
。

第

二
期

「下
か
ら
」
の
統

一
戦
線
戦
術
の

「推
進
」
日
相
対
的
安
定
期
お
よ
び
フ
ァ
シ
ズ
ム
台
頭
期

(
一
九
二
四
i

一
九
三
三
)

こ
の
時
期
は
、
①
相
対
的
安
定
期

(
一
九
二
四
-
二
八
)
と

②
恐
慌
期

(
一
九
二
九
-
三
三
)
の
小
段
階
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

(第

一
小
段
階
)



一
九
二
三
年
の
ド
イ
ツ
革
命
の
敗
北
を
境
に
世
界
資
本
主
義
は
相
対
的
安
定
期
に
入
る
と
同
時
に
大
衆
民
主
主
義
の
発
展
に
よ
り
、
労

働
者
大
衆
や
市
民
は
資
本
主
義
体
制

へ
の
期
待
と
幻
想
を
拡
大
し
、
資
本
主
義
は
安
定
を
と
り
も
ど
し
た
。

こ
れ
ら
に
依
拠
し
て
、
社
会

民
主
主
義
は
右
翼
的
潮
流
を
拡
大
し
、
労
働
者
大
衆
の
体
制
内
統
合
に
重
要
な
役
割
を
果
し
た
。
他
方
、

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
側
は
、
相
変
ら

ず
危
機
の
近
い
到
来
を
確
信
し
、
大
衆
闘
争
の

「革
命
化
」

へ
の
期
待
、
ブ

ル
ジ

ョ
ア
民
主
主
義
と
プ

ロ
レ
タ
リ
ァ
民
主
主
義
の
相
違
と

後
者

の
優
位
の
強
調
、
そ
し
て
社
会
民
主
主
義

へ
の
批
判
に
よ

っ
て
、
勤
労
大
衆
の
獲
得
に
努
め
よ
う
と
し
た
。

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
史
上
、

一
九
二
三
年
の
ド
イ
ツ
革
命
の
敗
北
は
大
き
な
転
換
点
と
な
っ
た
。
期
待
し
た
革
命
が
敗
北

し
た
こ
と
を
み
た

コ
ミ

ン
テ
ル
ン
は
、
「
ソ
ヴ

ェ
ト
型
」
革
命
と
は
異
質
の
革
命
路
線
を
構
想
し
た
ブ
ラ
ン
ド
ラ
ー
、
タ
ー
ル
ハ
イ

マ
ー
ら
を

「右
翼
日
和
見

へ

主
義

」
と
し
て
糾
弾
し
、
「
ソ
ヴ

ェ
ト
型
」
革
命
を
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
路
線
と
し
て
再
確
認
し
た
。

「
ソ
ヴ

ェ
ト
型
」
革
命
と
は
、
一
般
的
に
い
え
ば
、
「職
場
、
兵
営
あ
る
い
は
地
域
に
お
け
る
広
範
な
人
民
大
衆
を
結
集
し
た
組
織
で
あ

る
ソ
ヴ

ェ
ト
を
革
命
運
動
の
組
織
と
し
、
武
装
闘
争
を
ふ
く
む
実
力
闘
争
に
よ
っ
て
武
装
さ
れ
た
旧
権
力
を
打
倒
し
、
そ
の
革
命
闘
争
組

な
　

織
の
運
営
原
理
を
新
し
い
国
家
の
組
織
運
営
の
原
理
に
昇
華
す
る
革
命
形
態
で
あ
る
」
が
、
さ
ら
に
い
え
ば
、
そ
れ
は

「
ソ
ヴ

ェ
ト
」

一

般
で
は
な
く

ロ
シ
ア
革
命
に
お
け
る

「
ソ
ヴ

ェ
ト
」
の
経
験
が
モ
デ
ル
化
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

に
特

徴
が
あ

っ
た
。

こ
の

「
ソ
ヴ

ェ
ト

型
」
革
命
路
線
の
定
着
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
お
け
る
民
主
主
義
論
、
社
会
民
主
主
義
論
、
統

一
戦
線
論
な
ど
を
逆
規
定
し
た
。

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
は

一
九
二
四
年

一
月
の
文
書

『
ド
イ
ツ
諸
事
件
の
教
訓
』
に
お
い
て

「統

一
戦
線
と
は
な
ん
で
あ
り
、
な
ん
で
あ

っ
て

は
な
ら
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
、
い
ま
や
明
確
に
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
、
統

一
戦
線
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
い
う
。

「
そ
れ
は
、
革
命
の
戦
術
で
あ

っ
て
、
進
化
の
戦
術
で
は
な
い
。
労
働
者

(農
民
)
政
府
が
わ
れ
わ
れ
に
と

っ
て
固
定
し
た
民
主
主

義
的
な
過
渡
的
段
階
で
あ
り
え
な
い
よ
う
に
、
統

一
戦
線
戦
術
も
民
主
的
連
合
で
は
な
く
、
社
会
民
主
党
と
の
同
盟

で
は
な
い
。
そ
れ

は
、
革
命
的
な
煽
動
と
動
員
の
一
方
法
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
以
外
の
解
釈
を
、
わ
れ
わ
れ
は
す
べ
て
日
和
見
主
義
と
し
て
拒



否
す
る
」

こ
こ
で
の
変
化
は
統

一
戦
線
戦
術
が
、
革
命
的
煽
動
と
動
員
の
方
法
と
し
て
限
定
さ
れ
、
統

一
戦
線
と

「労
働
者

(農
民
)
政
府
」
と

の
関
係
が
切
断
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
同
文
書
は
ド
イ
ツ

社
会
民
主
党
に
つ
い
て

「
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
の
指
導
者
層
は
、
現
在

で
は
社
会
主
義
の
仮
面
を
つ
け
た
ド
イ
ツ
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
の

一
分
派
に
他
な
ら
な
い
。
彼
ら
は
資
本
主
義
を
プ

ロ
レ
タ
リ
ァ
革
命
か
ら
救

う
た
め
に
、
国
家
権
力
を
資
本
家
独
裁
の
代
表

へ
と
引
渡
し
た
の
で
あ
る
」
と
し
た
。

一
九
二
四
年
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
五
回
世
界
大
会
は
、
統

一
戦
線
戦

術
を
次

の
よ
う
に
類
型
化
し
た
。
①

「下
か
ら
」
の
統

一
戦
線

(
E
i
n
h
e
i
t
s
f
r
o
n
t
 
v
o
n
 
 
u
n
t
e
n
)

、
②
指
導
者
と
の
交
渉

(上
か
ら
)
を
含
む

「下
か
ら
」
の
統

一
戦
線
、
③

「上
か
ら
の
み
」
の
統

一

戦
線
(
E
i
n
h
e
i
t
s
f
r
o
n
t
 
n
u
r
 
v
o
n
 
o
b
e
n
)

、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
①
は
常
に
ど
こ
で
も
必
要
で
あ
る
。
③
は

「
こ
の
方
法
は
共
産
主
義
イ

ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
よ

っ
て
絶
対
的
に
拒
否
さ
れ
る
」
、
②
に
つ
い
て
は

「社
会
民
主
主
義
が
今
な
お
重
要
な
勢
力
を

な
す
諸
国

で
用

い

ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
た
。

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
が

一
九
二
八
年
ま
で
に
適
用
し
た
統

一
戦
線
戦
術
の
類
型
は
、
基
本
的
に
は
①

で
あ

っ
た
が
、
②
の
指
導
者
と
の
交
渉
を
含
む

「下
か
ら
の
統

一
戦
線
」
も
ま
だ
許
容
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、

一
九

二
五
年
末
か
ら
二
六
年
六
月

の

「旧
諸
侯
財
産
の
没
収
に
関
す
る
国
民
投
票
」
を
求
め
る
運
動
で
は
、
共
産
党
は
社
会
民
主
党
、
労
働
総

同
盟
な
ど
の
指
導
部
と
交
渉
を
行
い
統

一
行
動
を
組
織
し
目
標
を
達
成
し
た
。
し
か
し
、

一
九
二
八
年
七
月
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
六
回
大

会
に
お
い
て

「第
三
期
」
論
が
登
場
し
て
く
る
と
、
②
の
可
能
性
は
否
定
さ
れ
る
傾
向
が
強
ま

っ
た
。

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
六
回
大
会
は

『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
綱
領
』
を
採
択
し
た
が
、
そ
の
な
か
で
情
勢
を
世
界
資
本
主
義
が

「相
対
的
安
定
期
」

か
ら

「第
三
期
」
に
突
入
し
た
と
把
握
し
た
。
そ
の

「第
三
期
」
と
は
、
世
界
資
本
主
義
の
諸
矛
盾
が
激
化
し
、
「資
本
主
義
の
革
命
的
倒

壊
」
を
不
可
避
に
し
、
と
く
に

「高
度
に
発
達
し
た
資
本
主
義
国
」
に
お
い
て
は
、
「プ

ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁

へ
の
直
接
的
移
行
」
を
も
日
程

に
の
ぼ
ら
せ
る
時
期
だ
と
位
置
づ
け
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
で
の
統

一
戦
線
は
、
社
会
民
主
主
義
系
労
働
者
を
も
ぎ
と
る
こ
と
が
主
要



(19
)

方
針
と
な
り
、
「社
民
主
要
打
撃
論
」
「社
会

フ
ァ
シ
ズ
ム
論
」
が
横
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

(第
二
小
段
階
)

一
九
二
九
年
十
月
に
勃
発
し
た
世
界
大
恐
慌
は
、
勤
労
大
衆

の
闘
争
を
急
進
化
さ
せ
た
と
同
時
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
台

頭
さ
せ
た
。
経
済

危
機

と
民
主
主
義
の
危
機
は
、
大
衆
闘
争
を
高
揚
さ
せ
、
社
会
民
主
主
義
の
分
化
と
左
派
の
進
出
を
も
た
ら
し
た
。

こ
れ
は
客
観
的
に
は

統

一
戦
線
の
条
件
を
促
進
さ
せ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
社
会
民
主
主
義
右
派
が
、
自
己
の
政
治
的
基
盤
の
喪
失
を
お
そ
れ
て
権
力

と
の
癒
着
を
深
め
た
と
こ
ろ
も
あ

っ
た
。

ド
イ
ツ
で
は
、

一
九
三
〇
年
末
頃
か
ら
ナ
チ
の
台
頭
に
対
抗
し
て
、
「職

・
パ
ン
・
自
由
」
を
も
と
め
、
フ
ァ
ッ
シ

ョ
化
に
反
対
す
る
大

衆
運
動
が
自
然
発
生
的
に
ひ
ろ
が

っ
た
。
ド
イ
ツ
各
地
に
お
い
て
統

一
を
志
向
し
た
労
働
者
の
集
会
が
開
か
れ
た
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
化

(
ナ

チ
の
み
で
は
な
い

「上
か
ら
」
の
を
含
め
て
)
の
進
行
に
対
す
る
労
働
者
大
衆
の
危
機
感
は
、
各
地
で
こ
の
よ
う
な
集
会
を
開
か
せ
た
の

で
あ

っ
た
。

一
九
三

一
年

一
月
、
ド
イ
ツ
共
産
党
の
テ
ー
ル
マ
ン
(
E
r
n
s
t
 
 
T
h
a
l
m
a
n
n
,
 
1
8
8
6
�
'
1
9
4
4
)

は
、
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
対
す
る

闘
争
意
欲
の
巨
大
な
う
ね
り
が
、
わ
が
党
の
枠
を
は
る
か
に
超
え
て
お
こ
っ
て
い
る
」
と
評
価
し
た
。
だ
が
、
こ
の
自
然
発
生
的
な
統

一

行
動

は
、
ド
イ
ツ
共
産
党
の
方
針
を
転
換
せ
し
め
る
ほ
ど
に
は
強
く
な
か

っ
た
。

一
九
三

一
年
後
半
に
な
る
と

フ
ァ
ッ
シ
ョ
化
と
恐
慌

へ
の
有
効
な
対
応
を
な
し
え
な
い
社
会
民
主
党
指
導
部
に
対
す

る
批
判
が
、
党
内

か
ら
出
さ
れ
、
左
派
が
分
裂
し
て
社
会
主
義
労
働
者
党
(
S
A
P
D
)
が
結
成
さ
れ
た
。
ま
た
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
闘
争
の
た
め
に

「鋼
鉄
戦

線
」
(
E
i
s
e
r
n
e
 
F
r
o
n
t
)

が
つ
く
ら
れ
た
。
ド
イ
ツ
共
産
党
も

「
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
行
動
」
を
組
織
し
た
。

こ
う
し
て
、
反

フ
ァ
ッ
シ
ョ
統

一
戦
線
が
で
き
る
か
の
よ
う
に
み
え
た
が
、

一
九
三
二
年
七
月
の
パ
ー
ペ
ン
・
ク
ー
デ
タ
ー
の
際
に
、
統

一
に
失
敗
す
る
。
パ
ー
ペ
ン

・

ク
ー
デ
タ
ー
を
許
し
た
あ
と
の
左
翼
は
運
動
的
に
行
き
詰
ま
り
、
新
し
い
方
向
を
み
い
だ
せ
な
か

っ
た
。



コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
ド
イ
ツ
共
産
党
は
、
ブ

ル
ジ

ョ
ア
民
主
主
義
と
革
命
の
関
連
を
論
理
化
で
き
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、

一
面
で
反
フ

ァ
シ
ズ
ム
統

一
戦
線
を
提
唱
し
な
が
ら
も
、
他
面
で
は
革
命
近
し
と
の
判
断

(
一
九
三
二
年
八
月
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン

・
プ
レ
ナ
ム
は
ド
イ

ツ
の
情
勢
を
基
本
的
に

「革
命

へ
の
前
進
」
と
把
握
)
か
ら
、
「下
か
ら
」
の
統

一
戦
線
、
政
治
権
力
奪
取
の
た
め
の
闘
争
を
強
化
し
た
。

そ
の
結
果
、
革
命
も
統

一
戦
線
も
成
功
せ
ず
ヒ
ト
ラ
ー
の
勝
利
を
許
し
た
。

Ⅲ

時
期
区
分
i

統

一
戦
線
の
展
開

二

九
三
四
ー

一
九
四
七
)

第

三
期

反

フ
ァ
シ
ズ
ム
統

一
戦
線

・
人
民
戦
線
の
形
成
と
崩
壊
　

フ
ァ
シ
ズ
ム
を
め
ぐ
る
国
際
的
対
抗
と
妥
協
の
交
錯
期

(
一
九
三

四
ー
i

一
九

三
九

)

一
九
三
四
年
は
反

フ
ァ
シ
ズ
ム
勢
力
の
闘
争
に
と

っ
て

一
つ
の
転
期
で
あ

っ
た
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ヒ
ト
ラ
ー
の
政
治
的
勝
利

(他
の

政
治
的
競
争
者
の
制
圧
な
ど
)
は
、
同
政
権
の
早
期
没
落

へ
の
希
望
的
観
測
を
打
ち
く
だ
い
た
。
ナ
チ
ズ
ム
体
制
を
内
部
か
ら
崩
す
こ
と

を
期
待
さ
れ
た
ド
イ
ツ
共
産
党
、
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
や
労
働
者
諸
組
織

は
、
「上
か
ら
」
の
国
家
権
力
を
使

っ
た

「強
制
的
同
質
化
」

(
G
l
e
i
c
h
s
c
h
a
l
t
u
n
g
)

と
広
範
な
大
衆
の
政
治
化
を
背
景
と
し
た

「
下
か
ら
」
の
ナ
チ
大
衆
運
動
を
中
核
と
す
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
化
の
ダ
イ

ナ
ミ
ズ
ム
の
ま
え
に
、
壊
滅
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
、
三
四
年
二
月
ウ
ィ
ー
ン
と
リ
ン
ツ
を
中

心
と
し

た
社
会

民
主
党
系
の
自
衛
組
織

「防
衛
団
(
S
c
h
u
t
z
b
u
n
d
)

」
に
よ
る
武
装
蜂
起
が
起

っ
た
。
こ
の
蜂
起
は
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
首

相

ド

ル
フ

ス

(
E
.
 
D
o
l
f
u
s
s
)

の
ウ
イ
ー
ン
市
長

(社
会
民
主
党
)
解
任
に
対
す
る
社
会
民
主
党
系
労
働
者
の
抵
抗
闘
争
で
あ

っ
た
。
四
日
間
に
わ
た

る
闘
争
は
敗
北
さ
せ
ら
れ
た
が
、
社
会
民
主
党
系
労
働
者
の
武
装
蜂
起
は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
と

っ
て
も
大
き
な
衝
撃

で
あ

っ
た
。



同

じ
く

三

四
年

十

月

、

ス

ペ
イ

ン
で

は
、

フ

ァ
シ

ス
ト
的

な

「
ス

ペ
イ

ン
自

治

右

派
連

合

」
(
C
E
D
A)
の

入

閣

に

反
対

し

て

一
連

の
闘

争

、

い
わ

ゆ

る

十

月

闘
争

が
起

っ
た
。

「
ベ

ル
リ

ン
よ

り

は

ウ

ィ
ー

ン
が
ま

し

だ

/
」

(
闘

わ

ず

敗
北

し

た

ド

イ

ツ

で
な

く

、

オ

ー

ス
ト

リ

ア

の
よ

う

に

闘

う

と

い
う
意

味

)
と

い
う

ス

ロ
ー

ガ

ン
を

か

か
げ

、
全

国

的

規

模

の

ゼ
ネ

ス
ト

(参

加
者

は
少

数

)
、

カ
タ

ル

二
ア
に

お

け

る
地

方

反
乱

、

西

北

部

の
鉱

山

地

帯

ア

ス
ト

ゥ
リ

ア

ス
(
A
s
t
u
r
i
a
s
)
に

お

け

る
革

命

的

コ

ン
ミ

ュ
ー

ン
な

ど

の
闘

争

が

展

開

さ

れ

た
。

と

く

に

ア

ス
ト

ゥ
リ

ア

ス
の
場

合

に
は

、

武

装

闘

争

の
な

か

で

コ

ン
ミ

ュ
ー

ン
権

力

の
樹

立

に
ま

で
進

ん

だ
。

し

か

し

、

そ

の
武

装

闘

争

は
、
政
府
の
派
遣
し
た
ム
ー

ア
人
部
墜

外
国
人
部
隊
か
ら
な
る
鎮
圧
軍
に
よ

っ
て
制
圧
さ
れ
や

こ
の
十
月
闘
争
の
経
験
は
・
労
働
者

階
級

の
統

一
の
必
要
性
を
認
識
さ
せ
、
そ
の
後
の
ス
ペ
イ
ン
人
民
戦
線
結
成
に
と

っ
て
大
き
な
意
味
を
も

っ
た
。

ヒ
ト
ラ
ー
の
勝
利
と
ナ
チ
の
支
配
は
、
世
界
の
労
働
運
動

・
革
命
運
動
に
衝
撃
を
与
え
た
。
そ
れ
は
、
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
民
主
主
義
を
希

求
す
る
変
革
主
体
に
た
い
し
て
も
、
ブ

ル
ジ

ョ
ア
民
主
主
義

(政
治
的
民
主
主
義
)

の
意
義
と
価
値
を

つ
よ
く
認
識
さ
せ
る
こ
と
に
な

っ

た
。
被
支
配
諸
階
層
と
そ
の
党
派
に
と

っ
て
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
闘
争
に
よ
る
自
由
の
擁
護
が
緊
急
な
課
題
と
し
て
明
確
に
な

っ
た
。
各
国

に
お
い
て
労
働
者
大
衆
の
反

フ
ァ
シ
ズ
ム
の
統

一
行
動
が
半
ば
自
然
成
長
的
に
開
始
さ
れ
た
。
情
勢
の
急
速
な
展
開
と
大
衆
の
反
フ
ァ
ッ

シ
ョ
気
運
の
{口同
揚
は
、

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
つ
い
て
も
、
社
会
民
主
主
義
諸
党
派
に
つ
い
て
も
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
の

一
点

で
協
力
す
る
課
題

の
緊
急
性
を
提
起
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、

一
九
三
四
年
二
月
六
日
の
右
翼
リ
ー
グ
の
暴
動
を
契
機
と
し
て
、
統

一
へ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
が
発
生
し
た
。

右
翼

の
暴
動
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
対
立
抗
争
を
続
け
て
き
た
社
会
党
(
S
F
I
O
)、
共
産
党
(
P
C
F
)、
労
働
総
同
盟
(
C
G
T
,
社
会
党

系
、
当
時
の
組
合
員
約
六
〇
万
人
)、
統

一
労
働
総
同
盟
(
C
G
T
U
,共
産
党
系
、
当
時
の
組
合
員
約
二
〇
万
人
)
の
下
部
大
衆

レ
ヴ

ェ
ル

の
動
き
が
、
社
共
両
党
指
導
部

の
意
向
を
の
り
こ
え
て
統

一
行
動
を
生
み
だ
し
た
。
労
働
者
大
衆
の
統

一
へ
の
願
い
と
行
動
に
フ
ラ
ン
ス

社
会
党
は
よ
り
柔
軟
に
対
応
し
た
。
だ
が
、

フ
ラ
ン
ス
共
産
党
指
導
部
は
、
危
機
を

「
ソ
ヴ

ェ
ト
型
」
革
命

へ
と
転
化

さ
せ
る
こ
と
を
基



本
方
針
と
し
て
お
り
、
「社
会
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
」
や

「社
民
主
要
打
撃
論
」
の
呪
縛
か
ら
ま
だ
解
放
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
。
社

・
共
両
党
間

や
労
働
組
合
間
で
分
裂

・
対
立
が
深
刻
な
と
こ
ろ
で
は
、
知
識
人
が
統

一
に
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
知
識
人
監
視
委
員

会
(
L
a
 
 
C
o
m
i
t
e
 
d
e
 
V
i
g
i
l
a
n
c
e
 
d
e
s
 
I
n
t
e
l
l
e
c
t
u
e
l
s
 
A
n
t
i
f
a
s
c
i
s
t
e
s
)

な
ど
の
活
動
が
大
き
な
影
響
力
を
も

っ
た
。
共
産
党
は
、

旧
来

の
方
針
に
固
執
し
統

一
の
流
れ
に
背
を
向
け

つ
づ
け
る
な
ら
ば
、
大
衆
の
支
持
を
失

っ
て
し
ま
う
と
い
う
現
実
に
直
面
し
た
。
三
四

年
七
月
の
パ
リ
祭
の
日
、
共
産
党
の
提
案
に
よ
り
社
共
両
党
代
表
が
会
談
し
、
七
月
二
十
七
日
、
社
共
両
党
の
統

一
行
動
協
定
が
調
印
さ

れ
た
。
こ
う
し
て

一
九
二
〇
年
の
分
裂
以
来
、
伝
統
的
な
対
立
関
係
に
あ

っ
た
両
党
が
、
フ
ア
シ
ズ
ム
と
戦
争
に
反
対
す
る
共
同
の
戦
線

を
組
む
こ
と
に
な

っ
た
。

(
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
七
回
世
界
大
会
)

一
九
三
五
年
七
月
～
八
月
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
七
回
世
界
大
会
は
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
動
向
と
気
運
を
反
映
し
て
反

フ
ァ
シ
ズ
ム
統

一

戦
線
戦
術
を
方
針
化
し
た
。
こ
の
大
会
は
、

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
史
上
に
お
け
る
転
換
の
大
会
で
あ

っ
た
が
、
そ
れ
は

「
ソ
ヴ

ェ
ト
型
」
革
命

か
ら

の
戦
略
転
換
で
は
な
く
、
「
ソ
ヴ

ェ
ト
型
」
革
命
を
前
提
と
し
た
戦
術
転
換
で
あ

っ
た
。
そ
の
転
換
に
は
、
統

一
戦
線
論
の
前
提
と
な

る
民
主
主
義
お
よ
び
社
会
民
主
主
義
に
対
す
る
評
価
の

一
定
の
変
化
を
含
ん
で
い
た
。

民
主
主
義
論
に
関
し
て
は
、
こ
の
大
会
以
前
、
と
く
に
第
五
回
大
会
以
降
に
お
い
て
、
階
級
的
本
質
論
ば
か
り
が
前

面
に
で
て
、
利
用

論
す
な
わ
ち
民
主
主
義
が
労
働
者
階
級
を
防
衛
し
、
そ
の
闘
争
を
発
展
さ
せ
る
条
件
で
あ
り
武
器
で
あ
る
と
い
う
認
識

が
後

退
し

て
い

た
。
そ
の
た
め
に
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
の
警
戒
が
不
十
分
と
な
り
、
社
会
民
主
主
義
者
を
は
じ
め
民
主
主
義
擁
護
に
結
集

で
き
る
諸
勢
力
を

闘
い
の
戦
列
か
ら
排
除
す
る
結
果
と
な

っ
た
。
第
七
回
大
会
は
、
ブ
ル
ジ

ョ
ア
民
主
主
義
に
関
し
て
の
階
級
的
本
質
論
を
後
退
さ
せ
利
用

論
を
前
面
に
お
し
だ
し
た
。
「ブ
ル
ジ
ヨ
ア
民
主
主
義
の
形
態
を
と

っ
た
ブ

ル
ジ

ョ
ア
独
裁
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
公
然
た
る
フ
ァ
シ
ズ
ム

の
形
態
を
と

っ
た
ブ

ル
ジ

ョ
ア
独
裁
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と

っ
て
決
し
て
ど
う
で
も
い
い
こ
と

で
は
な
い
。
わ
れ



わ
れ
は
、
ソ
ヴ

ェ
ト
民
主
主
義
の
支
持
者
で
あ
る
が
、
労
働
者
階
級
が
長
年
の
頑
強
な
闘
争
に
よ

っ
て
か
ち
と

っ
た
民
主
主
義
の
成
果
を

　
り
　

一
歩
も
譲
ら
ず
、
守
り
ぬ
き
、
ま
た
そ
の
成
果
を
拡
大
す
る
た
め
に
断
固
と
し
て
た
た
か
う
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
、
支
配
体
制
と
し
て
の

ブ

ル
ジ

ョ
ア
民
主
主
義
に
関
す
る
国
家
形
態
論
的
思
考
を
前
進
さ
せ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
伝
統
的
な
西
欧
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
最
良
の
部
分

と
の
緊
張
を
は
ら
ん
だ
接
合

へ
の
可
能
性
を
開
く
も
の
で
あ

っ
た
が
、
そ
れ
は
ま
だ
可
能
性
に
と
ど
ま

っ
た
。

社
会
民
主
主
義
論
に
つ
い
て
は
、
第
七
回
大
会
以
前
に
お
い
て
、
社
会
民
主
主
義
は
ブ

ル
ジ

ョ
ア
ジ
ー
の
同
盟
者

で
あ
り
、
そ
の
本
質

か
ら
し
て
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
や
社
会
主
義
建
設
の
同
盟
者
に
は
な
り
え
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
導
き
だ
さ
れ
た
統

一
戦
線

戦
術
は
、
彼
ら
の
影
響
力
の
も
と
に
あ
る
労
働
者
大
衆
を
闘
争
に
立
ち
あ
が
ら
せ
、
そ
れ
ら
の
労
働
者
を
共
産
主
義
の
側
に
獲
得
す
る
と

い
う
多
数
派
工
作
の
側
面
を
色
濃
く
も

っ
て
い
た
。
社
会
民
主
主
義
が
現
実
の
政
治
過
程
に
お
い
て
し
ば
し
ば
権
力
の
側
に
引
き

つ
け
ら

れ
、
他
方
、
共
産
主
義
勢
力
が
最
も
徹
底
的
に
権
力
と
対
決
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
こ
の
よ
う
な
認
識
の
根
底

に
は
、
「自
己
が
最
高
の
も
の
で
あ
る
と
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
前
提
と
し
て
、
労
働
者
大
衆
を
そ
こ
へ
い
た
る

『遅
れ
た
』
存
在
と
み
な
し
、

　
　
　

自
己

へ
の

『同
化
』
あ
る
い
は

『包
摂
』
に
よ

っ
て
社
会
を
変
革
し
よ
う
と
す
る
思
惟
様
式
」
が
存
在
し
た
。
第
七
回
世
界
大
会
は
、
社

会
民
主
主
義
に

つ
い
て
の
否
定
的
評
価
を
薄
め
た
が
、
社
会
民
主
主
義
が
西
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
社
会
に
お
い
て
歴
史
的
存
在
根
拠
を
も
ち
、
強

固
な
社
会
的
基
盤
を
も

っ
た
存
在
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
た
あ
に
共
産
主
義
側

へ
の
移
行
や
同
化
は
き
わ
め
て
特
殊
的
な
状
況
下
以
外

で
は

ヘ

へ

困
難

で
あ
る
こ
と
な
ど
の
認
識
は
、
か
な
ら
ず
し
も
充
分
と
は
い
え
な
か

っ
た
。
そ
し
て
自
己
の
思
惟
様
式

へ
の
自
省
は
ま
だ
生
ま
れ
な

か

っ
た
。

第
七
回
世
界
大
会
は
、
民
主
主
義
の
擁
護

・
拡
大
の
意
義
を
強
調
し
、
労
働
者
の
統

一
戦
線
を
中
心
と
し
て
、
労
働
者
階
級
の
み
で
な

く
人
民
諸
階
層
を
含
む
人
民
戦
線
の
樹
立
、
さ
ら
に
そ
の
基
礎
の
上
に
、
人
民
戦
線
政
府
の
構
想
を
明
ら
か
に
し
た
。
第
七
回
大
会
に
至

る
過
程
で
西

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
共
産
党
の
な
か
に
は
二
つ
の
方
向

へ
の
異
な

っ
た
対
応
が
生
ま
れ
た
。

一
つ
は
、

フ
ラ
ン
ス
共
産
党
の
よ
う



に
現
実
を
う
け
入
れ
て

「転
換
」
を
承
認
し
そ
の
方
向
で
動
い
た
党
で
あ
り
、

一
つ
は
ド
イ
ツ
共
産
党
の
よ
う
に
あ
く
ま
で

「転
換
」
に

抵
抗
し
た
党
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
は
第

一
次
大
戦
後
の
政
治
体
制

(第
三
共
和
制
)
が
相
対
的
に
は
安
定
し
て
お
り
、

そ
も

そ
も

「革
命
」
が
問
題
と
な
り
に
く
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
他
方
ド
イ
ツ
は
、
ヴ

ェ
ル
サ
イ
ユ
体
制
の
抑
圧
の
も
と
で
戦
後
体
制

(
ワ

イ

マ
ー
ル
共
和
制
)
が
崩
壊
し
、
そ
の
限
り
で
は
論
理
的
に
い
っ
て

「革
命
」
が
問
題
と
な
り
う
る
と
こ
ろ
と
の
相
違
が
あ

っ
た
の
で
あ

る
。一

九
三
六
年
二
月
、
ス
ペ
イ
ン
人
民
戦
線
が
選
挙
で
勝
利
を
え
た
。
二
月

一
九
日
に
は
、
左
翼
共
和

党

の
ア
サ

ー

二
ヤ
(
M
a
n
u
e
l

A
z
a
f
a
y
 
D
i
a
z
,
 
1
8
8
0
�
 
1
9
4
0
)

を
首
班
と
す
る
人
民
戦
線
内
閣

が
成
立
し

た
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
、

一
九
三
六
年

一
月

「
人
民
戦
線
綱

領
」
が
発
表
さ
れ
、
同
年
五
月
の
選
挙
で
、
人
民
戦
線
は
勝
利
を
収
め
た
。

ス
ペ
イ
ン
人
民
戦
線
は
、
フ
ラ
ン
コ
お
よ
び
武
装
反
革
命
勢

力
と

の
対
決
の
な
か
で
、
人
民
権
力
に
転
化
し
、
ソ
ヴ

ェ
ト
権
力
と
異
な
る
過
度
的
政
権
を
樹
立
し
た
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と

す
る
帝
国
主
義
の
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
た
い
す
る
宥
和
政
策
、

一
九
三
九
年
の
独
ソ
不
可
侵
条
約
の
締
結
は
人
民
戦
線

の
持
続
的
発
展
の

阻
害

要
因
と
な
り
、
国
際
反

フ
ァ
シ
ズ
ム
統

一
戦
線
は
形
成
さ
れ
な
い
ま
ま
に
、
世
界
は
第
二
次
世
界
大
戦
に
突
入
し

た
。

第

四
期

反

フ
ァ
シ
ズ
ム
統

一
戦
線
か
ら
人
民
主
主
義
革
命

へ
日
第
二
次
世
界
大
戦
と
戦
後
処
理
期

(
一
九
四
〇

一
九
四
七
)

ナ
チ
ズ
ム
体
制
下
の
ド
イ
ツ

で
は
、
共
産
党
は
も
と
よ
り
、
社
会
民
主
主
義
の
合
法
的
存
在
条
件
も
失
な
わ
れ
、
自
己
の
合
法
性
を
回

復
す
る
に
は
、

一
切
の
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
勢
力

の
結
集
に
よ
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
打
倒
以
外
の
道
は
な
か

っ
た
。

一
九
三
五
年

一
一
月
二
三
日
に

は
プ

ラ

ハ
に
お
い
て
ド
イ
ツ

社
会
民
主
党

・
ド
イ
ツ
共
産
党
の
両
党
会
談
が
開
か
れ
た
。
こ
の
会
談
は
、

一
九
二
二
年

の
ラ
ー

テ
ナ
ウ

(
W
a
l
t
h
e
r
 
R
a
t
h
e
n
a
u
,
 
1
8
6
7
'
-
1
9
2
2
)

暗
殺
に
抗
議
す
る
共
同
闘
争
以
来
は
じ
め
て
の
正
式
会
談
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
社
会
民
主



党
幹
部
会
が
、
抽
象
的
に
は
共
同
闘
争
の
必
要
性
を
認
め
な
が
ら
も
、
統

一
戦
線
協
定
の
調
印
や
共
同

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
発
表
に
も
反
対
し
た

た
め
、
会
談
は
社
共
統

一
戦
線
の
結
成
と
い
う
目
的
を
達
成
で
き
な
か

っ
た
。
社
会
民
主
党
指
導
部
は
、
統

一
戦
線
が
自
派
勢
力
の
立
場

を
弱

め
る
こ
と
を
恐
れ
、
ブ
ル
ジ

ョ
ア
ジ
ー
や
国
防
軍
の
な
か
の

一
部
勢
力
に

「
ヒ
ト
ラ
ー
打
倒
」

の
期
待
を
か
け
て
い
た
。

ド
イ
ツ
共
産
党
と
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
と
の
問
の

「
上
か
ら
」
の
統

一
戦
線
は
結
成
さ
れ
な
か

っ
た
が
、
ド
イ
ツ
国
内
に
お
い
て
は
、

両
党
員
お
よ
び
そ
の
影
響
下
に
あ
る
労
働
者
大
衆
の
間
で
、
「下
か
ら
」

の
統

一
が
部
分
的
に
は
進
ん
だ
。
さ
ら
に
、
当
時
、
パ
リ
に
お
い

て
は
亡
命
中
の
社

・
土
ハ両
党
員
、
中
央
党
員
、
社
会
主
義
労
働
者
党
(
S
A
P
D
)
員
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
知
識
人
た
ち
の
間
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
接
触
が
行
わ
れ
た
。
三
五
年
九
月
、

一
一
月
の
二
回
に
わ
た
り
、
作
家
の
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
マ
ン
(
H
e
i
n
r
i
c
h
 
M
a
n
n
,
 
 
1
8
7
1
^

1
9
5
0

)
の
主
宰
の
下
に
、
亡
命
ド
イ
ツ
反
フ
ァ
シ
ス
ト
の
会
議
が
も
た
れ
た
。
そ
の
後
、
会
議
の
参
加
メ
ン
バ
…
に
よ

っ
て
、
「
ド
イ
ツ
人

民
戦
線
準
備
委
員
会
(
A
u
s
s
c
h
u
s
s
 
z
u
r
 
V
o
r
b
e
r
e
i
t
u
n
g
 
e
i
n
e
r
 
d
e
u
t
s
c
h
e
n
 
V
o
l
k
s
f
r
o
n
t
)

が
組
織
さ
れ
た
。
同
委
員
会
は
、
共

同
声
明

「
ヒ
ト
ラ
ー
打
倒
の
た
あ
に
統

一
せ
よ
!
」
(
S
e
i
d
 
e
i
n
i
g
,
 
e
i
n
i
g
 
g
e
g
e
n
 
H
i
t
l
e
r
 
!
 
)

を
発
表
し
た
。

多
様
な
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
勢
力
に
よ
る
ヒ
ト
ラ
ー
政
権
打
倒
後
の
新
し
い
政
府
な
い
し
国
家
は
、
な
に
よ
り
も
民
主
主
義
を
理
念
と
す
る

ほ
か
は
想
定
し
が
た
か

っ
た
。
す
で
に
ド
イ
ツ
共
産
党
は
、

一
九
三
五
年
の
ブ
リ

ュ
ッ
セ

ル
党
会
議
(
D
i
e
 
B
r
i
i
s
s
e
l
e
r
 
K
o
n
f
e
r
e
n
z

d
e
r
 
K
P
D
)

か
ら

一
九
三
九
年

の
ベ
ル
ン
会
議
(
D
i
e
 
B
e
r
n
e
r
 
K
o
n
f
e
r
e
n
z
 
d
e
r
 
K
P
D
)

に
至
る
過
程
で

「新
民
主
主
義
共
和
国
」
の

構
想
を
う
ち
だ
し
て
い
た
。
や
が
て
、
ド
イ
ツ

侵
略
者
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
支
配
は
、

一
方
で
大
衆
運
動
を
著
し
く
困
難
に
し
た

が
、
反
面
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
加
え
て
独
立
を
希
求
す
る
愛
国
主
義
者
の
結
集
す
る
条
件
を
う
み
だ
し
、
統

一
戦
線
は
困
難
な
武
装
闘
争

を
軸
と
し
な
が
ら
も
、
よ
り
広
い
階
層
を
加
え
う
る
可
能
性
を
も

つ
に
い
た

っ
た
。
そ
し
て
、

一
九
四

一
年
の
独
ソ
戦

の
開
始
は
、
体
制

の
相
違
を
こ
え
た
反

フ
ァ
シ
ズ
ム
国
際
戦
線
の
成
立
を
結
果
づ
け
、
各
国
に
お
い
て
も
右
に
の
べ
た
条
件
の
成
立
を
促
進
し
た
。
フ
ラ
ン

ス
、
イ
タ
リ
ア
は
じ
め
ド
イ
ツ

に
よ
る
被
占
領
地
で
の
内
外
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
を
打
倒
す
る
闘
争
は
、
統

一
戦
線
を

(民
族
)
民
主
革



命

の
戦

略

と

し

て
普

遍

化

す

る
糸

口
を

与

え

た

。

一
九

四

四

年

八

月

か

ら
翌

年

一
月

に

か
け

て
、

ル
ー

マ

二
ア
、
ブ

ル
ガ

リ

ア
、

ユ
ー
ゴ

ス

ラ
ヴ

ィ

ア
、

ア

ル
バ

ニ

ア

(自

力

解

放

)
、

ポ

ー

ラ

ン
ド
な

ど

が

、

フ

ァ
シ
ズ

ム
か

ら

の
解

放

を

闘

い
と

っ
た
。

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
東

部

戦

線

に
お

け

る

ソ
連

の
勝

利

は
、

こ

の
革

命

戦

略

成

功

の
決

定

的

援

軍

と

な

り

、

一
九

四
七

・
八
年

に
か

け

て
東

欧

各

国

で

の
人

民

民

主

主

義

の
勝

利

は
決

定

的

に

な
り

、

統

一
戦

線

を

土

台

と

す

る

社

会

主

義
革

命

へ
の
移

行

が
開

始

さ

れ

た
。

フ

ラ

ン

ス
、

イ

タ

リ

ア
で

は
共

産

党

の
参

加

す

る

内
閣

が

誕
生

し

た
。

Ⅳ
時
期
区
分

戦
後
期
に
お
け
る
統

一
戦
線
の
模
索
一

九
四
八
-

今
日
ま
で
)

第
五
期

統

一
戦
線
運
動
の
後
退
日
冷
戦
期

(
一
九
四
八
-

一
九
五
九
)

冷
戦
の
開
始
に
よ

っ
て
、
米

ソ
を
両
軸
と
す
る
反

フ
ァ
シ
ズ
ム
の
国
際
的
連
合
戦
線
が
く
ず
れ
、
ア
メ
リ
カ
は
、
占

領
軍
の
権
力
や
マ

ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
を
テ
コ
と
し
て
、
発
達
し
た
資
本
主
義
国
を
も
共
産
主
義
封
じ
込
め
の
基
地
と
し
て
再
編
す
る
世
界
政
策
に
の
り
だ

し
た
。

ド
イ
ツ

統

一
を
め
ぐ

っ
て
米

・
英

・
仏
三
国
と
、
ソ
連
の
政
策
は
対
立
し
、

一
九
四
八
年
西
側
が
単
独
で
西
ド
イ

ツ
通
貨

改
革
を
実

施
す
る
と
、
ソ
連
は
そ
れ
に
対
抗
し
て
ベ
ル
リ
ン
封
鎖
を
行
い
、
事
態
は
悪
化
し
た
。
翌
四
九
年
五
月
ボ
ン
を
首
都
と
す
る
ド
イ
ツ
連
邦

共
和
国
(
d
i
e
 
B
u
n
d
e
s
r
e
p
u
b
l
i
k
 
D
e
u
t
s
c
h
l
a
n
d
)

が
成
立
す
る
と
、
同
年
十
月
、
ベ
ル
リ
ン
を
首
都
と
す
る
ド

イ

ツ
民

主
共
和
国

(
D
e
u
t
s
c
h
e
 
D
e
m
o
k
r
a
t
i
s
c
h
e
 
R
e
p
u
b
l
i
k
)

が
成
立
し
て
、
ド
イ
ツ
の
分
裂
が
決
定
的
と
な

っ
た
。

そ
れ
ら
の
過
程
で
、
各
国
に
お
け
る
反

フ
ァ
ッ
シ
ョ
統

一
戦
線
に
も
亀
裂
が
生
じ
た
。

一
九
四
四
年
か
ら
四
七
年
の
間
に
イ
タ
リ
ア
に



お
い
て
も

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
、
共
産
党
の
政
府
参
加
を
含
め
て
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
民
主
化
の
た
め
の
闘
い
は
前
進

し

た
が
、
こ
の
時

期
、
統

一
戦
線
の
分
裂
、
共
産
党
員
閣
僚
の
追
放
と
い
う
か
た
ち
で
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
・
民
主
主
義
統

一
戦
線
運
動
は
中
断
さ
れ
る
。
四
七

年
五
月
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
ラ

マ
デ
ィ
エ
(
P
a
u
l
 
R
a
m
a
d
i
e
r
,
 
 
1
8
8
8
^
-
1
9
6
1
)

内
閣
か
ら
共
産
党
員
閣
僚
が
追
放

さ
れ
た
。

社
会
民
主
主
義
の
多
数
あ
る
い
は

一
部
が
、
対
米
従
属
に
よ
る
独
占
資
本
を
中
心
と
す
る
資
本
主
義
体
制
の
再
建
と
軍
事
基
地
化
に
賛

成
し

た
。
他
方
共
産
党
の
側
は

一
九
四
七
年
に
は
マ
ー
シ
ャ
ル
・プ
ラ
ン
に
対
抗
し
て
、
ソ
連
を
中
心
に
東
欧
諸
国
お
よ
び

フ
ラ
ン
ス
・
イ

タ
リ
ア
の
共
産
党
が
提
携
し
た
国
際
的
情
報
機
関
と
し
て
コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
(
C
o
m
m
i
n
f
o
r
m
)

を
設
置
し
た
。
(
一
九
五
六
年
解
散
)。

ま
た
こ
の
こ
と
と
関
連
し
て
ソ
連
共
産
党
と
各
国
共
産
党
の
間
に
は

「自
主
独
立
」
に
つ
い
て
問
題
が
生
じ
た
。
イ
タ
リ
ア
共
産
党
の
バ

ッ
カ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「た
し
か
に
、
冷
戦
の
進
行
、

コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
の
創
立
、
ソ
連
と

ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ
ビ
ア
と
の
決
裂
に
よ

っ
て
、

こ
の
よ
う
な
新
し
い

発
展

は
終
わ
り
を

つ
げ
、
あ
る
い
は
中
断
の
大
打
撃
を
こ
う
む

っ
た
。

コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
は
、
『人
民
民
主
主
義
』
と
い
う
新
し
い
現
実
そ

の
も

の
に
た
い
し
て
、
『
人
民
民
主
主
義
』
は
根
本
に
お
い
て

『プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
執
権
』
の
機
能
そ
の
も
の
を
果
た
す
と
い
う
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
的
定
式
を
も

っ
て
、
『
ソ
ビ
エ
ト
的
な

モ
デ
ル
を
、
外
部
か
ら
、
高
所
か
ら
』
(
ベ
ル
リ
ン
グ

ェ
ル
の
表
現
)

お
し
つ
け
た
。
イ

タ
リ

ァ
共
産
党
も
ま
た

コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
に
加
盟
し
、
ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ
ビ
ア
の
非
難
に
同
調
し
、
社
会
主
義

へ
前
進
す
る
新
し
い
民
族
的

な
道

に
つ
い
て
の
明
白
な
表
現
を
放
棄
し
た
」

各
国
の
共
産
党
は
、
ア
メ
リ
カ
の
支
配
と
そ
れ
に
従
属
す
る
独
占
資
本
の
復
活
に
真
向
か
ら
対
決
し
た
た
め
、
そ

の

一
部
は
非
合
法
化

さ
れ
、
暴
力
革
命
や
武
装
闘
争
路
線
の
選
択
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
社
会
民
主
主
義
政
党
と
共
産
党
の
間
に
は
、
当
面

の
緊
急
課
題
に
つ

い
て
も
、
そ
の
運
動
形
態
に
お
い
て
も
全
面
的
な
対
立
が
生
じ
、
統

一
戦
線
形
成
の
条
件
は
遠
の
い
た
。



第

六
期

平
和
革
命

へ
の
模
索
と
統

一
戦
線
の
再
出
発
11

「
平
和
共
存
」

・
高
度
経
済
成
長
期

(
一
九
六
〇
1

一
九
六
七
)

一
九
六
〇
年
の

「
モ
ス
ク
ワ
声
明
」
は
、

国
際
共
産
主
義
運
動
に
決
定
的
影
響
を
与
え
た
。
(「
モ
ス
ク
ワ
声
明
」
の
正
式
名
称
は

「共
産
党

・
労
働
者
党
代
表
者
会
議
の
声
明
」
で
、

一
九
六
〇
年

一
二
月
モ
ス
ク
ワ
で
八
十

一
力
国
の
共
産
党

・
労
働
者
党
代
表
者
会
議
が
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。)

こ
の

「声
明
」
に
お
け
る
統

一
戦
線
に
関
連
す
る
重
要
な
部
分
は
、
平
和
共
存
路
線
と
議
会
を
通
じ
る
革
命
の
平
和
的
移
行
の
可
能
性
の

綱
領
化
で
あ
る
。
前
者
は
核
兵
器
の
異
常
な
発
展
と
そ
れ
が
促
し
た
平
和
運
動
の

一
定
の
反
映
で
あ
り
、
後
者
は
、
民
主
主
義
運
動
の
発

展
に
よ
る
ブ

ル
ジ

ョ
ア
民
主
主
義
体
制
の

一
定
の
定
着
化
の
反
映
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
両
者
の
解
釈
を
め
ぐ

っ
て
国
際
共
産
主
義
運

動
は
か
つ
て
な
い
分
裂
を
ひ
き
お
こ
し
た
。
資
本
主
義
諸
国
の
共
産
党
は
、
声
明
の
自
国
に
お
け
る
適
用
を
め
ぐ

っ
て
苦
悩
し
た
が
、
こ

の
間
に
お
け
る
経
済
の
高
度
成
長
に
伴
う

「権
力
ブ

ロ
ッ
ク
」
と
人
民
大
衆
と
の
矛
盾
の
拡
大
は
、
反
独
占

(反
帝
)
人
民
諸
階
層
の
統

一
戦
線
の
結
成

の
必
要
を
た
か
め
、
他
方

「敵
の
出
方
」
論
に
よ
る
暴
力
革
命
の
選
択
を

一
面
で
留
保
し

つ
つ
も
議
会
制
民
主
主
義
の
発

展
強
化
に
よ
る
平
和
的
革
命

の
路
線
に
主
要
な
可
能
性
を
み
い
だ
し
、
そ
の
両
者
を
軸
と
す
る
綱
領
の
作
成
に
着
手
し
た
。
議
会
制
民
主

主
義
を
前
提
と
し
、
諸
階
層
の
諸
要
求
を
出
発
点
と
す
る
共
産
党
の
新
し
い
路
線
追
求
は
、
社
会
民
主
主
義
と
の
距
離
を
ち
ぢ
め
、
当
面

の
問
題
解
決
の
た
め
の
統

一
戦
線
形
成
の
主
体
的
条
件
は
拡
大
し
た
。

日
本
で
は
、
少
な
く
と
も

一
九
五
六
年
頃
ま
で
は
、
社
共
両
党
の
統

一
行
動
と
か
、
両
党
を
ふ
く
む
統

一
戦
線
と

い
う
よ
う
な
こ
と
が

近
い
将
来
に
実
現
さ
れ
る
も
の
と
は
、
多
く
の
人
は
考
え
て
い
な
か

っ
た
。
し
か
し
、

一
九
五
七
年
以
来
、
勤
評
反
対
闘
争
、
警
職
法
改

悪
反
対
闘
争
な
ど
を
通
じ
、
地
域
的
な
統

一
戦
線

(例
え
ば
、
民
主
主
義
擁
護
同
盟
)
が
結
成
さ
れ
た
。

一
九
六
〇

年

の
安
保
闘
争

で

は
、
歴
史
的
な
大
統

一
行
動
が
展
開
さ
れ
、
中
央
段
階
で
は
安
保
改
定
阻
止
国
民
会
議

(
一
九
五
九
年
三
月
発
足
)
、
地
域
で
は
約
二
〇
〇



○
の
共
闘
組
織
が
生
ま
れ
、
活
発
な
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。

第
七
期

新
し
い
統

一
戦
線

の
模
索
11

「世
界
シ
ス
テ
ム
」
の
変
動
期

(
一
九
六
八
i

今
日
ま
で
)

こ
の
時
期
は
、

一
九
八
〇
年
を
境
と
し
て
前
後
二
つ
の
小
段
階
に
分
か
れ
る
。

　
　
　

一
九
七
〇
年
前
後
で
現
代
史
は
大
き
な
節
目
を
む
か
え
た
。

一
九
六
〇
年
代
末
期
か
ら
世
界
政
治
の
構
造
は
大
き

く
変
化
し

は
じ
め

た
。

そ
の
画
期
を
ど
こ
に
み
る
か
は
む
ず
か
し
い
問
題
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

一
応
、

一
九
六
八
年
を
そ
の
画
期
と
し

た
い
。

一
九
六
八

年
に
お
け
る
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
の
テ
ト
攻
勢
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
の
敗
北
、
高
度
経
済
成
長
の
矛
盾
の
累
積
の
結
果
と
し
て
の
フ
ラ
ン
ス

五
月
危
機
、
ソ
連
の
チ
ェ
コ
侵
攻
な
ど
は
、
そ
の
表
わ
れ
で
あ

っ
た
。
前
二
者
は
、
世
界
の
大
衆
運
動
を
大
き
く
激
励
し
、
後
者
は
社
会

主
義

に
お
け
る
自
由
と
自
立
の
問
題
を
鋭
く
提
起
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
戦
後
世
界
を
支
配
し
て
き
た
ア
メ
リ
カ
、
ソ
連
の
影
響
力

の
著
し
い
低
下
の
始
ま
り
を
意
味
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
世
界
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る

ヘ
ゲ
モ
二
1
国
家
の
衰
退
で
あ

る
。
さ
ら
に

一
九

六
八
年
以
降
、
世
界
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る

ヘ
ゲ

モ
ニ
ー
国
家
の
衰
退
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
世
界
シ
ス
テ
ム
が
は
ら
む
次
の
よ
う
な
危
機

が
急
速
に
増
大
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
人
々
の
認
識
も
深
ま

っ
て
い
っ
た
。
そ
の
危
機
と
は
、
庄
司
興
吉
氏
に
よ
れ
ば
、
①
全
面
世
界
核

戦
争

に
よ
る
人
類
絶
滅
の
危
機
、
②
第
三
世
界

の
大
量
貧
困
に
よ
る
南
北
格
差
拡
大
の
危
機
、
③
世
界
的
規
模
で
の
環
境
破
壊
の
拡
大
に

　
お
　

よ
る
地
球
生
態
系
崩
壊
の
危
機
、
④
北
側
の

一
見

「豊
か
な
」
社
会
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
で
の
人
間
性
崩
壊

の
危
機
、
で
あ
る
。

こ
の
世
界
シ
ス
テ
ム
の
は
ら
む
危
機
が
、

シ
ス
テ
ム
の
変
動
に
と
も
な

っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
発
現
形
態
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
社
会
と
諸
社
会

運
動
を
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。



(第

一
小
段
階
)

世
界
資
本
主
義
は
次
の
よ
う
な
要
因
に
よ
り
再
編
過
程
に
入
っ
た
。
①
多
国
籍
企
業
化
に
よ
る
国
内
の
経
済
空
洞
化
、
②
ベ
ト
ナ
ム
戦

費
支
出
な
ど
に
も
と
づ
く
財
政
危
機
、
③
、
①
②
か
ら
生
ず
る
ア
メ
リ
カ
の
世
界
経
済
支
配
力
の
低
下
、
さ
ら
に
、
④
I
M
F
体
制
崩
壊

な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
日
本
の
高
度
経
済
成
長
は
七
三
年

一
〇
月
の
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
で
終
焉
し
た
が
、
各
国
に
お
い
て
も
、
高
度
経

済
成
長
の
矛
盾
の
噴
出
は
、
(反
帝
)
反
独
占

の
統

一
行
動
と
統

一
戦
線
の
客
観
的
推
進
条
件
と
な

っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
六
八
年
五
～
六
月
、
労
働
者

一
〇
〇
〇
万
人
が
ゼ
ネ

ス
ト
闘
争
に
立
ち
あ
が
り
、
労
働
者
の
統

一
行
動
が
み
ら
れ
た
。

こ
の
年
の

一
二
月
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
は

「
先
進
的
民
主
主
義
の
た
め
に
、

社
会
主
義
の
フ
ラ
ン
ス
の
た
め
に
」
(
シ
ャ
ン
ピ

二
宣

言
)
を
発
表
し
、
「先
進
的
民
主
主
義
を
通
じ
て
社
会
主
義

へ
」
と
い
う
戦
略
的
展
望
を
う
ち
だ
し
た
。
さ
ら
に
、
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
と
フ

ラ
ン
ス
社
会
党
の
間
で
、
左
翼
の
共
同
政
府
綱
領
を
つ
く
る
た
め
の
交
渉
が
お
こ
な
わ
れ
、
七
二
年
に
は
、
社

・
共

・
急
進
左
派
に
よ
る

　
が
　

「左
翼
共
同
政
府
綱
領
」
が
調
印
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
共
産
党
は
も
と
も
と

「
モ
ス
ク
ワ
の
長
女
」
と
よ
ば
れ
る
ほ
ど

「親

ソ
」
的
な
党
で
あ

っ
た
が
、
六
八
年
の
チ

ェ
コ
事
件
を
き

っ
か
け
と
し
て
、
徐
々
に
自
主
性
を
つ
よ
め
、
い
わ
ゆ
る
先
進
国
革
命
路
線
を

形
成
し
た
。

一
九
七
六
年
二
月
の
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
第
二
二
回
大
会
は
、
「プ

ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
」
概
念

の
放
棄
を
決
定
し
た
。
同
大
会
の

決
議
は
い
う
。

「革
命
は
暴
力
と
同
義
で
は
な
い
。
内
乱
は
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
の
目
標
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
共
産
党
が
フ
ラ

ン

ス
の
労
働
者
階
級
と
人
民
に
提
案
し
て
い
る
こ
と
は
、
社
会
主
義

へ
の
民
主
的
な
前
進
を
市
民
の
自
由
と
平
和
の
う
ち
に
か
れ
ら
の
活

動

に
よ

っ
て
保
障
す
る
こ
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
革
命
の
道
筋
は
民
主
主
義
の
道
筋
と
別
の
も
の
で
は

　
り
　

な

い
」

こ
の
よ
う
に
、
民
主
主
義
の
問
題
は
、
ブ

ル
ジ

ョ
ア
民
主
主
義
と
プ

ロ
レ
タ
リ
民
主
主
義
と
の
階
級
概
念
的
区
分
を
い
よ
い
よ
稀
薄
に

す

る
か
た
ち
で
、
社
会
主
義
と
並
列
す
る
価
値
が
付
与
さ
れ
、
そ
の
内
容
は

一
般
民
主
主
義
、
先
進
的
民
主
主
義
と

い
う
名
称
の
も
と
に



拡
大
さ
れ
、
民
主
主
義
ー
↓
社
会
主
義
と
い
う
路
線
が
先
進
資
本
主
義
国
の
共
産
党
で
定
着
化
さ
れ
綱
領
化
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
路
線

は

一
般
に

「
ユ
ー
ロ
・
コ
ミ
ュ
二
ズ
ム
」
(
E
u
r
o
c
o
m
m
u
n
i
s
m
)

と
よ
ば
れ
た
。

(第
二
小
段
階
)

一
九
六
八
年
～
七
〇
年
代
後
半
の
大
衆
闘
争
の
高
揚
は
、
高
度
成
長
が
も
た
ら
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
病
理
現
象

に
対
す
る
反
発
と

い
う
側
面
が
あ

っ
た
。
そ
の
な
か
で
日
本
に
お
い
て
は
、
社
会
変
革
志
向
の
高
揚
と
ア
メ
リ
カ
ば
な
れ
と
い
う
国
民
の
意
識
状
況
が
み
ら

れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
七
〇
年
代
後
半
か
ら
八
〇
年
代
に
入
る
と
、
反
転
す
る
。
「新
保
守
主
義
」
に
よ
る
巻
き
返
し
が
先
進
資
本
主
義

諸
国

で
お
こ

っ
た
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権

(七
九
年
)、
レ
ー
ガ
ン
政
権

(八

一
年
)、

コ
ー
ル
政
権
、
中
曽
根
政
権

(
八
二
年
)
と
国
際
的

な

「新
保
守
主
義
」
の
シ
フ
ト
が
登
場
す
る
。

日
本
で
は
、
こ
の
第
二
小
段
階
に
お
い
て
高
度
経
済
成
長
に
と
も
な
う
社
会
変
動
の
影
響

が
本
格
的
に
表
わ
れ
て
き
た
。

そ
の
社
会
変
動
は
、
あ
る
種
の

「
社
会
革
命
」
と
で
も

い
う
べ
き
も
の
で
、
「
人
び
と
の
顔
の
形
、
体

つ

き
、
歩
く
速
度
、
生
活
の
リ
ズ
ム
や
テ
ン
ポ
、
…
生
活
哲
学
ま
で
に
お
よ
ぶ
変
化
」
が
あ

っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
高
度
成
長
時
代
に

「獲

得
」

さ
れ
た
生
活
様
式
、
消
費
水
準
を

「保
守
」
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
生
ま
れ
た
。
そ
れ
が
い
わ
ゆ
る

「
生
活
保
守
主
義
」
で
あ
る
。

先
進
資
本
主
義
国
に
あ
ら
わ
れ
た

「新
保
守
主
義
」
的
傾
向
の
な
か
で
、
第

一
小
段
階
で
大
き
な
地
歩
を
き
ず
い
た
は
ず
の

「
ユ
ー

ロ
・

コ
ミ

ュ
二
ズ
ム
」
も
の
き
並
み
退
潮
し
た
。
「
ユ
ー
ロ
・
コ
ミ

ュ
二
ズ
ム
の
旗
手
」
を
自
他
共
に
任
じ
る
イ
タ
リ
ア
共
産
党
は
、
七
六
年
総

選
挙

で
三
四
・
五
%
を
獲
得
し
、
初
め
て
三
分
の

一
の
壁
を
破

っ
た
が
、

そ
の
年
を
ピ
ー
ク
と
し
て
以
後
低
落
を
は
じ
め
、
八
三
年
選
挙

で
は
得
票
率
三
〇
%
ラ
イ
ン
を
割
り
込
ん
だ
。
さ
ら
に
八
七
年
六
月
の
総
選
挙
で
は
敗
北
を
喫
し
た
。

他
方
、
八
〇
年
代
に
入

っ
て
全
地
球
的
規
模

で
展
開
さ
れ
た
反
核
運
動
は
、
こ
れ
ま
で
の
平
和
運
動
で
は
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
よ
う

な
多
様
な
人
々
を
結
集
し
た
。
な
か
で
も
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
非
核
自
治
体
宣
言
運
動
で
あ
る
。
こ
の
運
動
は
、
非
核

・
平
和
の



事
業
を
国
家

・
政
府
レ
ヴ

ェ
ル
で
取
り
組
あ
な
い
、
あ
る
い
は
取
り
組
ま
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
事
業
を
自
治
体

か
ら
民
衆
の
力
で
実

現
し
て
い
こ
う
と
い
う
発
想
に
も
と
つ
い
て
い
る
。
し
か
も
、
地
方
自
治
体
を
テ
コ
に
す
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
国
境
を
こ
え
て
世
界

　
れ
　

の
民
衆
が
動
き
は
じ
め
た
と
い
う
点
で
も
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

統

一
戦
線
は
現
存

の
価
値
が
急
速
に
失
わ
れ
る
と
い
う
大
衆
の
危
機
意
識
を
媒
介
に
し
て
成
立
す
る
の
が
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
統

一

戦
線
の
歴
史
の
教
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
現
時
点
で
は
、
勤
労
大
衆
の
間
に
も
生
活
様
式
の
多
様
化
、
価
値
意
識

の
多
元
化

が
進
み
、
同
時
に
権
力
の
側
も

「危
機
」
の
爆
発
的
発
生
を

コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「危
機
」
を

「危
機
」
と
し
て
認
識
さ

せ
な
い
こ
と
が
多
い
。
構
造
的
危
機
の
も
と
で
、
変
革
主
体
の
形
成
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
概
念
や
枠
組
の
再
検
討
を
含
め
て
、
新
し
い

　
む
　

社

会

的
連

帯

、
新

し

い
統
一

戦

線

の
あ

り

方

が

模

索

さ

れ

て
い

る
。

お

わ

り

に

以

上

の

よ
う

に

「
前

期

」

か

ら

「
第

七

期

」

に

い
た

る

ま

で

の
統

一
戦

線

の
発

展

段

階

を

追

い
な

が

ら

、

統

一
戦

線

(運

動

)

の
軌

跡

の
全

体

像

を

つ
か
も

う

と

し

た
。

し

か

し

、

ま

だ

こ

こ

で
は

区

分

し

た

だ

け

に
と

ど

ま

り

、

各

段

階

の
特

質

を

一
貫

し

た
論

理

で
説

明

す

る

こ
と

に
成

功

し

て

い

る
と

は

い
え

な

い
。

と

く

に

戦

後
期

に

つ
い

て

は
紙

数

と
時

間

の
関

係

か
ら

不

充

分

で
あ

る

の

で
、
別

に
論

じ

た

い
と

思

っ
て

い

る
。

(
1
)
共

同
研
究
者

の
岡
本
宏
は
、
『
統

一
戦
線
史
論
』

の
序
論
と
し

て
次
の
よ
う

な

内
容

の
論

考

(「
統

一
戦
線
史
序
説
」
(
一
)
～

(四
)
『熊
本
法

学
』
熊
本
大
学
法
学
会
、

一
九

八
二
年
～

一
九

八
六
年
、
論
文
掲
載
誌

の
号
数
は
節

の
あ

と
に
示
す
)

を
発
表
し

て
い
る
。
本
稿
と
あ
わ
せ
て



御
参
照

い
た
だ
け

れ
ば
幸

い
で
あ

る
。

第

一
章

統

一
戦
線
史

の
方
法

第

一
節

研
究
史

の
動
向
と
課
題

(
三
十
二
号
)

第

二
節

ロ
シ
ア
革
命

に
お
け
る
レ
ー

ニ
ン
の
諸
党
派

に
た

い
す
る

「
統

一
」
と

「
闘
争
」
(
三
十

五
号
)

第

三
節

ソ
ヴ

ェ
ト
型
革
命
と
統

一
戦
線

(
四
十
号
)

第

四
節

統

一
戦
線

の
条
件
と
ダ

イ
ナ
ミ
ズ

ム

(
五
十
号
)

最
近

の
研
究
動
向
に

つ
い
て
い
え
ば
、
統

一
戦
線
を
真
正
面
か
ら
と
り
あ
げ
た
研
究

は
少
な

い
。
労
働
者
政
党
や
組
織

の
分
裂
や
統

一
と
い

っ

た
政
治
史
的
分
析

は
低
調

で
あ
り
、
社
会
史
的
分
析

た
と
え
ば
政
治
文
化
を
中
心
と
し
た
労
働
者
階
級

の
分
裂
な
ど
に

つ
い
て
の
研
究

に
主
要

な
関
心
が
払

わ
れ
て
い
る
、
c
f
.
 
F
.
 
D
e
p
p
e
,
 
E
i
n
h
e
i
t
 
 
a
n
d
 
S
p
a
l
t
u
n
g
 
d
e
r
 
A
r
b
e
i
t
e
r
k
l
a
s
s
e
,
 
U
b
e
r
l
e
g
u
n
g
e
n
 
z
u
 
e
i
n
e
r
 
p
o
l
i
t
i

s
c
h
e
n
 
G
e
s
c
h
i
c
h
t
e
 
d
e
r
 
A
r
b
e
i
t
e
r
b
e
w
e
g
u
n
g
,
 
M
a
r
b
u
r
g
 
1
9
8
1
.

拙
稿

「
ド
イ
ツ
の
危
機
」

(中
川
原
徳
仁
編

『
一
九

三
〇
年
代
危
機

の
国
際
比
較
』
法
律
文
化
社
、

一
九
八
六
年
刊
・所
収
)
二
1
三
ペ
ー
ジ
。

な
お
若
干
表
現
を
変
え
た
個
所
が
あ
る
。

本
稿

は
、
統

一
戦
線
史

の
時
期
区
分
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
紙
数
の
関
係
も
あ

っ
て
、
時
期
区
分
の
方
法
論

に
つ
い
て
は
論
じ

て
い
な
い
。
時
期
区
分
論

に
つ
い
て
は
次
を
参
照
さ
れ
た

い
。

そ
の
意
義
と
目
的
に

つ
い
て
は
、

日
本
外
交
史
研
究
会

「
近
代
日
本
外
交
史

の

時
期
区
分
」
日
本
国
際
政
治
学
会
編

『
国
際
政
治
』
第
四
五
号
、

一
九
七

二
年
。
日
本

フ
ァ
シ
ズ

ム
史

に

つ
い
て
は
、
安
部
博
純

「
日
本

フ
ァ

シ
ズ

ム
の
時
期
区
分
ー
政
治
過
程
分
析

の

一
前
提
ー
」
(
安
部
博
純

・石
川
捷
治
編

『
危
機

の
政
治
学
ー

フ

ァ
シ
ズ

ム
論
と
政
治
過
程
1
』
昭
和

堂
、

一
九
八
五
年
刊

・
所
収
)
。
日
本

政
治
史

に
つ

い

て
は
、
岡
本

宏

「
日
本
政
治
史

の
時
期
区
分
-
明
治
統

一
国
家

の
成
立
よ
り

『
八

・
一

五
』
ま

で
ー
」
(
佐
賀
大
学

『
法
経
論
集
』
第
六
巻
第

一
・
二
号
、

一
九

五
九
年
)。
那
須
宏

・
木
坂
順

一
郎

「
日
本
近
代
史

の
時
期

区
分
」
(
名

古
屋
大
学

『
法
政
論
集
』
第

一
三
輯
、

一
九
五
九
年
)
。
安
部
博
純

・
岡
本
宏

・
藤

村
道
生

・
毛
利
敏
彦

『
史
料
構
成

・
近
代
日
本

政

治

史
』

(南
窓
社
、

一
九
七
六
年
)
。

日
本
外
交
史

に

つ
い
て
は
、
前
掲
の
日
本
外
交
史
研
究
会

の
も

の
の
他

に
、
藤
村
道
生

「
近
代
日
本
外
交
史

の
時

期
区
分
ー
通
史

叙
述

の
た
め

の
作
業
仮
説
i
」
(
『九
州
工
業
大
学
研
究
報
告

〔
人
文
社
会
科
学
〕
』
第

一
九
号
、

一
九
七

一
年
)
。

日
本
労
働
運
動
史
お
よ
び
労
働
組
合

運
動
史

に
つ
い
て
は
、
小
林
端
五

『
日
本
労
働
組
合
運
動
史
-
労
働
戦
線
統

一
問
題

を

中

心

と

し

て

ー
』
青
木
書
店
、

一
九
八
六
年
。
清
水
慎

三

「
戦
後
労
働
組
合
運
動
史
序
説
」
(
同
編

『
戦
後
労
働
組
合
運
動
史
論
-
企
業
社
会
超
克

の
視

座



ー
』

日
本
評
論
社
、

一
九
八
二
年
)
。

世
界
史
や
日
本
史

の
通
史

に
関
連

し
て
は
、
遠
山
茂
樹

・
永

原
慶

二

「
時
代
区
分
論
」

(『
岩
波
講
座

・
日
本
歴
史

22
巻

1
』
岩
波
書
店
、

一

九

六
二
年
)
。
「
序
言
」

(『
岩
波
講
座

・
世
界
歴
史
』
岩
波
書
店
、

一
九
六
九
年
)。
永
原
慶

二

「
時

代

区

分
論
」
(
『講
座

日
本
史
9
日
本
史
学

論
争
』
東
大
出
版
会
、

一
九
七

一
年
)
。
大
石
嘉

一
郎

「
近
代
史
序
説
」

(『
岩
波
講
座

・
日
本
歴
史

14
近
代
1
』
岩
波
書
店
、

一
九

七
五
年
)
。

藤
原
彰

「
現
代
史
序
説
」
(
『岩
波
講
座

・
日
本
歴
史

22
現
代

1
』
岩
波
書
店
、

一
九

七
七
年
)
。

拙
稿

「
小
序
」
(
安
部

・
石
川
編
前
掲

『
危
機

の
政
治
学
』
)
を
加
筆

・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
点

に

つ
い
て
は
、
西
島
有
厚

「
イ
ワ
ノ
ヴ

ォ

・
ヴ

ォ
ズ
ネ

セ
ン
ス
ク
に
お
け
る

ソ
ヴ

ェ
ト

の
形
成

に

つ

い

て
」

(小
林

.
今
来
先
生
還
暦

記
念

『
西
洋
史

学
論
集
』
、
九
州
大
学
文
学
部
西
洋
史
研
究
室
内
還
暦
事
業
会
刊
、

一
九
六
八
年
)

に
詳

し
い
。

労
働
者
代
表

ソ
ヴ

ェ
ト
を
統

一
戦
線

の
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
に
み
る

べ
き
か

に

つ
い
て
は
、
岡
本
前
掲

「統

一
戦
線
史
序
説

(
Ⅱ
)
」
、

一
六
六

ー

一
七
二
ペ
ー
ジ
を
参
照
さ
れ
た

い
。

例

え
ば

、
一
九
世
紀
に
お
け
る
イ
ギ

リ

ス
労
働
者
階
級

の
体
制
内
統
合

に

つ
い
て
は
、
吉
瀬
征
輔

「
い
わ
ゆ
る
"
M
i
d
V
i
c
t
o
r
i
a
n
 
S
t
a
b
i
l
i
t
y
"

の
存
立
構
造
と
労
働
者
階
級

の
体
制
内
統
合
-
最
近

の
研
究
成
果
の
批
判
的
摂
取

の
た
め

に
ー
」
(
『愛
知
県
立
大
学
外
国
語
学
部
紀
要

(地
域

研
究

・
関
連
諸
科
学
編
』
第

一
九
号
、

一
九
八
七
年

三
月
刊

・
所
収
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

岡
本
前
掲

「統

一
戦
線
史
序
説

(
Ⅱ
)
」
二
〇
六

ー
二
〇
九

ペ
ー
ジ
参
照
。

反
カ

ッ
プ
闘
争
に
お
け

る
統

一
行
動

・
統

一
戦
線

に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
ヴ

ァ
イ

マ
ル

・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
危
機
と
統

一
戦
線
ー

一
九

二
〇
年

の
反
カ

ッ
プ
闘
争

i
」

(『
九
大
法
学
』
第

二
六
号
、

一
九
七
三
年
六
月
刊

・所
収
)
。
篠
塚
敏
生

『
ド
イ
ツ
革
命

の
研
究
』
多
賀
出
版
、

一
九
八

四
年
。
上
杉
重

二
郎

『
統

一
戦
線
と
労
働
者
政
府
ー
カ

ッ
プ
叛
乱

の
研
究
ー
』

風
間
書
房
、
一
九
七
八
年
。
E
.
 
K
�
n
e
m
a
n
n
,
 
B
.
 
B
e
r
t
h
o
l
d
,

G
.
 
S
c
h
u
l
z
e
,
 
A
r
b
e
i
t
e
r
k
l
a
s
s
e
 
s
i
e
g
t
 
�
e
r
 
K
a
p
p
 
u
n
d
 
L
�
t
w
i
t
z
,
 
B
e
r
l
i
n
,
 
1
9
7
1
.
,
 
J
o
h
a
n
n
e
s
 
E
r
g
e
r
,
 
D
e
r
 
 
K
a
p
p
L
�
t
w
i
t
z

P
u
t
s
c
h
,
 
D
�
s
e
l
d
o
l
f
,
 
1
9
6
7
.

●

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
お
け
る
統

一
戦
線
戦
術
の
提
起

に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「統

一
戦
線
理
論

の
形
成
過
程
1

『労
働
者
政
府
』
論

を
中

心
と
し

て

ー
」
(
『
政
治
研
究
』
第

一
八
号
、

一
九
七
〇
年

三
月
刊

・
所
収
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

岡
本
前
掲

「統

一
戦
線
史
序
説

(
三
)
」

一
一
七
-

一
二

一
ペ
ー
ジ
参
照
。

以
下

の
叙
述
に

つ
い
て
詳
し
く

は
、

拙
稿

「
政
治
危
機
と
統

一
戦
線
-

一
九

二
三
年

の
ド
イ

ツ

「
革
命
」
i
」
日

口

(『
北
九
州
大
学
法
政
論



集
』
第

一
巻
創
刊
号
、
第
三
巻
第

一
号
、

一
九

七
四
年

三
月
刊
、

一
九
七

五
年
六
月
刊
・所
収
)
。
同

「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
初
期

の
フ
ァ
シ
ズ
ム
認

識
ー
ド
イ
ツ

共
産
党

の
分
析

と
の
関
連
を
中
心
に
ー
」
(
『
法
政
研
究
』
第

四
六
巻
第

一
号
、

一
九
七
九
年
十
月
刊

・
所
収
)
。

岡
本

前
掲

「
統

一
戦
線
史
序
説
」
(
三
)

一
〇

一
ペ
ー
ジ
参
照
。

詳
し
く
は
、
拙
稿
一
一

九

三
二
年

の
反
ナ
チ
統

一
戦
線
問
題
ー

ド
イ

ツ
共
産
党

の
動
向

を

中

心

と

し

て
ー
」

(
『法
政
研
究
』
第

四
五
巻
第
二

号
、

一
九
七
九
年
刊

・
所
収
)
を
参
照
さ
れ
た

い
。

フ
ァ
ッ
シ

ョ
化
過
程
が
も
た
ら
す
政
治
力
学
に

つ
い
て
は
、
拙
稿

「
フ
ァ
ッ
シ

ョ
化
過
程
と
統

一
戦
線
ー
プ

ー
ラ
ン
ツ
ァ
ス
の
問
題
提
起
に
よ

せ
て
ー
」

(安
部

・
石
川
前
掲

『危

機
の
政
治
学
』
・
所
収
)
を
参
照
さ
れ
た

い
。

オ
ー

ス
ト
リ
ア
社
会
民
主
党
系
労
働
者

の

「指
導
な
き
蜂

起
」
に

つ
い
て
は
、
中
川
原
徳
仁

「
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
危
機
・
一
九

二
七
～
三
八
年
」

(前
掲

『
一
九
三
〇
年
代
危
機
の
国
際
比
較
』
・所
収
)

一
八
九
ー

一
九

一
ペ
ー
ジ
。

こ
の
蜂
起

の
コ
ミ

ン
テ
ル
ン

へ
の
影
響

(戦
術
転
換

の
促
進
と
抑
止
と

い
う
二
面
的
意
義
)

に
つ
い
て
は
、
加

藤
哲
郎

「
世
界
政
党

と
政
策
転

換

(
一
九
三
四
ー

三
五
年
)」

8

(
『
法
政
論
集
』
第
七
八
号
、

一
九
七
九
年

二
月
刊

・
所
収
)

一
〇

一
ペ
ー
ジ
を
参
照

さ
れ
た

い
。

ス
ペ
イ

ン
に
お
け
る
十
月
闘
争
に

つ
い
て
は
、
若
松
隆

『
内
戦

へ
の
道
ー

ス
ペ
イ

ン
第

二
共
和
国
政
治
史
研
究
1
』
未
来
社
、

一
九
八
六
年
、

四
三
i

一
一
九
ペ
ー
ジ
。

D
・
イ
バ

ル
リ
責
任
編
集

(秋
山

・
石
井

・
藤
江
訳
)
『
ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
戦
争
と
革
命

一
九
三
六
-

一
九

三
九
』

第

一
巻
、
青
木
書
店
、

一
九
七

三
年
、
七
〇
1
七
三
ペ
ー
ジ
。

(
G

・
ジ

ャ
ク

ソ
ン
著
、
斉
藤
孝
監
修
、
宮

下
嶺
夫
訳

『
図
説

・
ス
ペ
イ

ン
内
戦
』
彩
流
社

、

一
九
八
六
年
、
二

D
ie 

L
ehren 

der 
deutschen 

E
reignisse, 

D
as  

Präsidium
 

des 
E

xekutivkom
itees 

der 
K

om
m

unistischen 
Internationale 

zur 
deutschen 

Frage, 
V

erlag 
der 

K
. I., 

H
am

burg, 
1924, 

S. 
97. 

E
benda, 

S. 105-6. 

T
hesen 

und 
R

esolutionen 
des 

V
. 

W
eltkongresses 

der 
K

om
m

unistischen 
Internationale, 

H
am

burg, 
1924, 

S. 26. 

D
ie 

internationale 
L

age 
und 

die 
A

ufgaben 
der 

K
om

m
unistischen 

Internationale, 
In 

: 
Protokoll 

des 
6. 

W
eltkongresses 

der 
K

.I., 
B

and 
IV

, 
H

am
burgB

erlin, 
1928, 

S. 13-4.

D
ie 

R
ote 

Fahne, 
24. 

Januar 
1931.

A
rnold 

R
eisberg, 

Februar 
1934. 

H
intergründe

und 
Folgen, 

W
ien, 

1974.

G
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Jackson, 
A

 C
oncise 

H
istory 

of the Spanish 
C
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ar,

L
ondon 

1974, 
pp. 
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三
-
二
六

ペ
ー
ジ
、
な
ど
を
参
照
さ
れ
た

い
。

V
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
統

一
ま

で
の
プ

ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
岡
本
前
掲

「
統

一
戦
線
史
序
説
」

(
四
)

一
〇
1

二
六

ペ

ー
ジ

を

参

照

さ

れ

た

い
。

v
コ
ミ

ン
テ

ル
ン
に
お
け
る
民
主
主
義
論
、
社
会
民
主
主
義
論

に

つ
い
て
は
、
岡
本
前
掲

「統

一
戦
線
史
序
説
」

(
三
)
、

一
〇
三
ー

一
二

一
ペ
ー

ジ

に
詳

し
い
。デ

イ
ミ

ト

ロ
フ
、

坂
井

・
村

田
訳

『反

フ

ァ
シ
ズ

ム
統

一
戦

線

』
大

月

書

店

、

一
九

六

八

年

、

一
四
八

ペ
ー

ジ
。

加

藤
前
掲

「
世
界
政
党
と
政
策
転
換
」
口
、

三
〇
五

ペ
ー
ジ
。

ス
ペ
イ

ン
人

民
戦
線

に
つ
い
て
は
、
前
掲
書

の
他

に
、
川
成
洋

「
ス
ペ
イ

ン
、
未
完

の
現
代
史
』
彩
流
社
、

一
九
八
五
年
。
斉
藤
孝

『
ス
ペ
イ

ン
戦
争
』
中
央
公
論
社
、

一
九
六
六
年
。
同
編

『
ス
ペ
イ
ン
内
戦

の
研
究
』
、
中
央
公
論
社
、

一
九
七
九
年
。

ス
ペ
イ

ン
共
産
党
中
央

委

員

会

編

『
ス
ペ
イ

ン
人
民
戦
線
史

』
新

日
本
出
版
社
、

一
九
七

一
年
。

ヒ

ュ
ー

・
ト

マ
ス

『
ス
ペ
イ

ン
市

民
戦
争
』
1

・
豆
、

み
す
ず
書
房
、

一
九

六

二
～
六
三
年
。

E

・
H

・
カ
ー
、
富

田
武
訳

『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と

ス
ペ
イ

ン
内
戦
』
岩
波
書
店
、

一
九
八
五
年
。
な
ど
を
参
照
さ
れ
た

い
。

フ
ラ
ン
ス
人
民
戦
線

の
崩
壊

に
関
連
し

て
、
統

一
戦
線

の
二
律
背

反
的
性
格
を
論

じ
た
も

の
に
、
岡
本
前
掲

「統

一
戦
線
史
序
説
」

(
四
)
、
三

八
i
五
二
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。

ま
た
、
平
田
好
成

『
フ
ラ
ン
ス
人
民
戦
線
論
史
序
説
』
法
律
文
化
社
、

一
九
七
七
年
。
平
瀬
徹
也

『
フ
ラ
ン
ス
人

民
戦
線
』
近
藤
出
版
社
、

一
九
七

四
年
。
中
木
康
夫

『
フ
ラ

ン
ス
政
治
史
』
中
、
未
来
社
、

一
九
七
六
年
。
海
原
峻

『
フ
ラ

ン
ス
共
産
党
史

』

盛

田
書
店
、

一
九
六
七
年
。
同

『
フ
ラ

ン
ス
人
民
戦
線
』
中
央
公
論
社
、

一
九
六
七
年
。
ジ

ャ
ッ
ク
・ダ

ノ
ス
、

マ
ル
セ
ル
・ジ
ブ

ラ

ン

(吉
田

八
重
子
訳
)
『
フ
ラ
ン
ス
人
民
戦
線
1

一
九

三
六
年
民
衆
蜂
起
』
拓
植
書
房
、

一
九
七
二
年
。

ド
イ

ツ
共
産
党

の
戦
略
転
換
過
程

に

つ
い
て
は
、
拙
稿

「
ド
イ
ツ
共
産
党

の
戦

略

転

換

過

程
ー

一
九
三
五
年
～

一
九
三
九
年
1
」
(
『法
政
研

究
』
第
五
三
巻
第

一
号
、

一
九
八
六
年
十
月
刊

・
所
収
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。
さ
ら

に
こ
の
点

に
つ
い
て
は
次

の
よ
う
な
文
献
が
あ
る
。

『
ド
イ

ツ
共
産
党
ー

一
九

三
三
～

一
九

四
五
年
』
救
仁
郷

繁
訳
、
上

・
下
、

ぺ
り
か
ん
社
、

一
九
七
四
二

九
七
五
年
。

Protokoll 
des 

V
II. 

W
eltkongresses 

der 
K

om
m

unistischen 
Internationale, 

V
erlag 

N
euer 

W
eg, 

Stuttgart, 
1976,

D
aniel 

R
. B

row
er, 

T
he 

N
ew

 
Jacobins,

T
he 

French 
C

om
m

unist 
Party 

and 
the 

Popular 
Front, 

C
ornell 

U
niv. 

Press, 
1968.

Siegfried 
B

ahne, 
D

ie 
K

PD
 

und 
das 

E
nde 

von 
W

eim
ar. 

D
as 

Scheitern 
einer 

Politik 
1932-1935, 

Frankfurt 
a. 

M
.,

1976., 
H

orst 
D

uhnke, 
D

ie 
K

PD
 

von 
1933 

bis 
1945, 

K
öln, 

1972.,

G
eschichte 

der 
deutschen 

A
rbeiterbew

egung 
in 

acht  
B

einden, 
V

.,



ジ

ュ
セ
ッ
ペ

・
バ

ッ
カ

「
十
月
革
命

以
後

の
社
会
主
義

の
道

と

戦

略
」
(
『
イ
タ
リ
ア
共
産
党
年
鑑
』

一
九
七
七
年
版
、
『
世
界
政
治
資
料
』
第

五
〇

一
号

・
所
収
)

四
二
ペ
ー
ジ
。

中
林
賢
二
郎

『
労
働

運
動
と
統

一
戦
線
』
労
働
旬
報
社
、

一
九
六
九
年
、
第
三
章
。

政
治

の
質
の
変
化

に

つ
い
て
、
篠
原

一
氏
は
次
の
よ
う

に
い
う
。

「
戦
後
の
政
治
を

み
れ
ば
、
第

二
次
世
界
大
戦
以
前

の
政
党
の
伝
統
を

つ
い

だ
既
成

の
政
党
が
活
躍
し
た

ハ
イ

・
ポ

リ
テ
ィ
ク

ス
の
時
代
、
高
度
成
長

の
影
響

で
物
質
的
利
益
が
至
上
価
値

と
さ
れ

る
イ

ン
タ
レ
ス
ト

・
ポ

リ
テ
ィ
ク
ス

(
利
益
政
治
)

の
時
代
、
さ
ら

に

一
九
七
〇
年
を
境

と
す
る
ポ

ス
ト
物
質
主
義
、

つ
ま
り

ラ
イ
ブ

リ
ー

・
ポ
リ

テ
ィ
ク

ス
の
時
代

と
、

三

つ
の
政
治
の
形
態
が
時
系

列
的

に
識
別
さ
れ
う
る

で
あ
ろ
う
。
」

(篠
原

一
編
著

『
ラ
イ
ブ

リ
ー

・
ポ
リ
テ

ィ
ク
ス
ー
生
活
主
体

の
新
し

い
政
治

ス
タ
イ

ル
を
求
め

て
ー
』
総
合
労
働
研
究
所
、

一
九
八
五
年

一
〇
月
刊
、

五
ペ
ー
ジ
。)

庄
司
興
吉

「核
時
代

の
世
界
社
会
学
」

(『
社
会
科
学
年
報
』
8

・
一
九
八
四
年
版
、
合
同
出
版
、

一
九
八
五
年
、

二
九
-
三
二
ペ
ー
ジ
。

稲
本
洋
之
助

「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
先
進
的
民
主
主
義
論
」

(『
現
代
と
思
想
』
第

四
号
、

一
九
七

一
年
六
月
刊

・
所
収
)
。
同

「
フ
ラ

ン

ス
社

共
共
同
政
府
綱

領
と
統

一
戦
線
」
、

(
『現
代
と
思
想
』
第

一
〇
号
、

一
九
七
二
年

一
二
月
刊

・
所
収
)
。
さ
ら
に
そ
の
後

の
展
開

を
含
め
て
次
を

参
照
。
S

・
カ
リ
リ

ョ
、
高
橋

・
深
沢
訳

『
"
ユ
ー

ロ
コ
ミ

ュ
二
ズ

ム
"
と
国
家
』
合
同
出
版
、

一
九
七
九
年
。

加
藤
哲
郎

『
国
家
論

の

ル
ネ

サ
ン
ス
』
青
木
書
店
、

一
九
八
六
年
。
緒
方
靖
夫

「
フ
ラ

ン
ス
左
翼
の

hrsg. 
vom

 
Institut 

des 
M

arxism
usL

eninism
us 

beim
 

Z
K

 
der 

SE
D

, 
B

erlin 
1966., 

U
rsula 

L
angkau-A

lex, 

V
olkfront  

für 
D

eutschland? 
V

orgeschichte 
und 

G
ründung 

des>
 

A
usschusses 

zur 
V

orbereitung 
einer 

deutschen 

V
olksfront>

, 
1933-1936, B

and 
I, 

Frankfurt 
am

 
M

ain, 
1977., 

H
orst 

L
aschitza, 

Siegfried 
V

ietzke, 
D

eutschland 

und 
die deutsche 

A
rbeiterbew

egung 
1933-1945, 

B
erlin, 

1964., 
K

laus 
M

am
m

ach, 
D

ie 
deutsche 

anti 
faschistische 

W
iderstandsbew

egung 
1933-1939, 

B
erlin, 

1974., 
1917-1945. 

N
eue 

Problem
e 

der 
G

eschichte 
der 

deutschen 

A
rbeiterbew

egung 
in 

Forschung 
L

ehre, 
B

erlin, 
1965., 

Siegfried 
V

ietzke, 
D

ie K
PD

 
auf 

dem
 W

ege zur 
B

rüsseler 

K
onferenz, 

B
erlin, 

1966., 
D

ie B
rüsseler 

K
onferenz 

der 
K

PD
 

(3. -15. 
O

ktober 
1935), 

hrsg. 
u. 

eingel. 
v. 

K
laus 

M
am

m
ach, 

B
erlin, 

1975. , 
D

ie A
rbeiterbew

egung 
europäischer 

L
änder 

im
 

K
am

pf 
gegen 

Faschism
us 

und 

K
riegsgefahr 

in 
den 

zw
anziger 

und dreißiger 
Jahren, 

hrsg. 
vom

 
Institut 

für 
M

arxism
usL

eninism
us 

beim
 

Z
K

 der 
SE

D
, 

B
erlin, 

1981.

G
. 

R
. 

U
rban  

(ed.  ),
E

urocom
m

unism
, 

L
ondon 

1978.,



実
験
』
大
月
書
店
、

一
九
八
七
年
。

『世
界
政
治
資
料
』

四
六
七
号
、

一
九
七
六
年
七
月
、

一
五

ペ
ー
ジ
。

加
藤
哲
郎
他

『
こ
れ
か
ら

の
日
本
を
読
む
』
労
働
旬
報
社
、

一
九
七
八
年
、
二
六
-

二
八

ペ
ー
ジ
。

矢
澤
修
次
郎

「
生
活
世
界
を
再
建

す
る
新
し

い
社
会
運
動
」
(
『住

民
と
自
治
』
自

治
体
問
題
研
究
所
、

一
九
八
七
年

三
月
号

.
所
収
)
、

二
〇

ペ
ー
ジ
。

例
え
ば
、
『
21
世
紀

へ
の
思
索
-
続

・
転
換
期

の
思
想
』
新
地
書
房
、

一
九
八
六
年
、
第

五
章
。
林
茂
夫
編

『
非
核
都
市
宣
言

と
無
防

備

地

域

運
動

の
ね
ら

い
』
国
民
文
化
会
議
、

な
ど
を
参
照
さ
れ
た

い
。

こ
の
点

に
関
連
し

て
は
次

の
指
摘
が
あ
る
。

「
わ
れ
わ
れ
の
議
論
は
、

主
体
概
念

そ
の
も

の
の
再
検
討

に
ま
で
及

ぶ
も

の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
し
、
『
生
活
世
界
』

や
人
間
的
自
然
の
問
題

に
ま

で
及
ぶ
も

の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
わ
れ
わ
れ
を
含
め

て
多
数

の
人
間

が

外

的

自

然

の
回
復

を
通
じ

て
人
間
的
自
然
を
も
回
復

し
、
共
感
能
力
を
取
り
戻
す
こ
と
な
く
し
て
は
そ
う
し
た
根
源
性
を
持

ち
、
生
活
様
式

の
変
革
を

お

し
す
す
め
る
こ
と
な
く
し
て
は
展
望
は
開
け
て
こ
な

い
で
し

ょ
う
。
今
、
必
要

な
の
は

こ
の
根
源
性
だ
と
思
い
ま
す
。
」
(
矢
澤
修
次
郎

「
"
生

活
価
値
の
運
動
化
紹

へ
の
模
索
」

〔『
住
民
と
自
治
』

一
九
八
五
年
九
月
号

・
所
収
〕

二
六
ペ
ー
ジ
。
)

「
変
革
主
体
形
成

の
基
本
問
題
は
、

ア

・
プ

リ
オ
リ
に
設
定
さ
れ
た
階
級
な

い
し
階
級
分
派

の
利
害

の
政
治

レ
ベ

ル
へ
の

「
代
表

.
表

現
」

で
も
、
政
党

や
知
識
人

に
よ
る

「
階
級
意
識
」

の
外
部
注
入
で
も
な
く
、
ひ
と
ま
ず
、
諸
市
民
の
形
態
を
ま
と

っ
た
諸
階
級
構
成

員

の
必
要

.

要
求

の
自
己
表

現
で
あ
り
、
そ
の
社
会
化

で
あ
る
。」

(加
藤
前
掲

『国
家
論

の
ル
ネ
サ

ン
ス
』

一
六
〇

ペ
ー
ジ
)
。(
一
九
八
七
年
七
月

一
〇

日
)


